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青
少
年
に
健
全
な
環
境
を

　
心
身
の
発
達
途
上
に
あ
る
青
少
年

に
、
好
ま
し
く
な
い
影
響
を
与
え
て

い
る
社
会
環
境
を
浄
化
改
善
す
る
た

め
、
県
下
各
地
域
で
環
境
浄
化
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
、
こ
の
活
動
の
実
効
を
あ

げ
る
た
め
次
の
と
お
り
合
同
指
導
班

に
よ
り
定
期
的
に
市
内
を
巡
回
指
導

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
．
こ
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
問
題
等
を
見
つ
け
ま
し
た

ら
一
言
．
こ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
環
境
浄
化
指
導
班

中
魚
沼
社
会
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　
㊧
七
ー
五
五
二
番

十
日
町
警
察
署

　
　
　
　
　
　
溶
二
－
三
一
七
一
番

十
日
町
市
社
会
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　
3
七
－
三
一
二
番

　
指
導
項
目

■
飲
酒
・
喫
煙
の
防
止
、
予
防
活
動

■
有
害
図
書
の
追
放
活
動

■
有
害
広
告
物
の
追
放
活
動

マ
マ
の
D

自
慢
の
お
肉
料
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
募
集
〃
”

　
食
肉
事
業
協
同
組
合
連
合
会
で
は

消
費
者
が
家
庭
で
創
意
工
夫
し
た
経

済
的
で
地
域
色
豊
か
な
「
マ
マ
の
自

慢
の
お
肉
料
理
」
の
作
り
方
を
次
の

と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
条
件
　
①
料
理
材
料
は
牛
肉
ま

た
は
豚
肉
を
主
体
と
す
る
こ
と
②
一

般
家
庭
で
手
軽
に
調
理
で
き
る
経
済

　　果物のワックスとカビ防止剤

○ワックスとカビ防止剤

　国産のかんきつ類には、ほとん

どが“バラオキシ安息香酸工ステ

聯瓢蘇蔽　・覧、夢
前者は果肉まで浸透することはな

いとされています。後者はほとんど皮にとどまっています

が、ほんのわずかな量（O～2F伽）ですが、可食部でも検

出されています。また、長くもつようにワックス処理がさ

れています。かんきつ類は普通果肉を食べるものですが、

ママレードにしたりすると、農薬、防ばい剤、ワックスが

溶出していることが十分に考えられますので注意が必要で

す。

OミキサーはビタミンCを減少させます

　ミキサーで果物を砕くと急速に酸化が進み、ビタミンC

が減少してしまいます。しかし、みかんのように酸化を防

ぐ力のあるかんきつ類では90％以上のビタミンCが残りま

すが、いちごでは50％ぐらいになってしまいます。

鍋
物
実
習
コ
ー
ナ
ー

（第3種郵便物認可）昭和52年12月10日

的
な
料
理
で
あ
る
こ
と
③
か
た
、
・

i
ス
、
も
も
、
ば
ら
等
の
特
徴
を
上

手
に
調
理
に
生
か
し
た
も
の
④
家
庭

料
理
と
し
て
独
創
性
に
豊
む
も
の
⑤

地
域
の
特
色
を
上
手
に
料
理
に
生
か

し
た
も
の

応
募
期
限
　
十
二
月
下
旬

そ
の
他
　
応
募
方
法
等
詳
し
く
は
、

市
商
工
課
へ

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
二
月
十
六
日
　
午
前
八
時
半

　　食卓を豊かにする料理展

　十日町・中魚沼調理師会では、去る11月27日市

民会館ホワイエを会場に「食卓を豊かにする料理

展」を開催。オードプルや皿盛など、40点もの力

作に、訪れた市民は「おいしそう」を連発してい

た。また、料理実習コーナーでは板前さんの包丁

さばきに感心するとともに、「さっそく夕食に」と

熱心に耳を傾けるお母さんであぷれていた。

～
正
午
，
ま
で
　
中
条
中
町
、
上
町
の

一
部
、
背
戸
、
下
町
、
島
（
旧
道
通

り
）
峠
、
梅
沢
▼
十
二
月
二
十
三
臼

午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
船
坂

池
沢
、
源
田
、
水
沢
野
中
、
当
間
、

鍬
柄
沢
、
塩
ノ
又
、
辰
ヶ
平

寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
十
日
町
第
一

団
一
万
五
千
三
百
七
十
一
円
▼

内
藤
直
義
（
控
木
）
　
千
円
　
▼
十
日

町
ロ
ー
タ
ア
ク
ト
　
五
万
五
千
六
百

、
F

　
国
土
調
査
室
は
、
三
階
西
側
に
位

置
し
、
二
係
十
名
で
つ
ぎ
の
仕
事
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
第
一
係
　
地
籍
調
査
計
画
事

務
。
地
籍
調
査
図
、
地
籍
調
査
票
、

地
籍
図
等
の
維
持
管
理
。
地
籍
調
査

の
認
証
に
関
す
る
業
務
。

　
調
査
第
二
係
　
地
籍
調
査
測
量
の

各
基
準
点
及
び
地
籍
測
量
デ
ー
タ
等

の
維
持
管
理
。
現
地
調
査
測
量
業
務
。

　
十
日
町
市
は
、
昭
和
二
十
六
年
施

行
の
国
土
調
査
法
に
基
づ
き
、
昭
和

三
十
四
年
か
ら
地
籍
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
．
こ
の
地
籍
調
査
は
、
登

二
十
一
円
　
▼
群
馬
県
人
会
　
一
．
一
千

円
　
▼
小
泉
ク
ニ
（
下
条
）
　
千
七
百

円
　
▼
服
部
会
計
事
務
所
　
七
千
五

百
二
十
六
円
　
▼
十
高
生
徒
会
　
五

万
二
千
三
百
六
十
二
円
　
▼
十
目
町

市
美
術
協
会
　
五
万
九
千
八
百
六
十

円
　
▼
高
山
体
育
協
会
　
二
万
円

▼
庭
野
日
敬
　
三
十
万
円
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言

ぞ　　　h

記
所
備
え
付
け
の
地
図
（
更
正
図
）
、

土
地
登
記
簿
を
基
礎
資
料
と
し
、
毎

筆
の
土
地
の
実
態
を
調
査
測
量
し
て

新
し
い
地
籍
図
と
地
籍
簿
を
作
製
す

る
調
査
で
す
。
す
で
に
川
治
地
区
、

十
日
町
市
街
地
を
除
き
市
内
平
担
部

の
調
査
を
完
了
し
、
四
十
九
年
か
ら

苗
場
山
ろ
く
開
発
事
業
地
域
の
調
査

に
着
手
、
本
年
度
で
現
地
調
査
を
完

了
す
る
予
定
で
す
。
来
年
度
か
ら
吉

田
地
区
山
林
地
域
の
調
査
を
実
施
す

る
た
め
、
準
備
作
業
に
入
つ
て
い
ま

す
。
こ
の
地
籍
調
査
は
大
切
な
財
産

で
あ
る
土
地
の
調
査
で
す
の
で
、
実

施
地
域
の
皆
さ
ん
の
特
段
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
岡
田
国
土
調
査
室
長
）

漣
2
轟

　
○
例
年
と
は
違
い
、
暖
か
い
毎
日

が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
来

る
べ
き
冬
が
来
ま
し
た
。

　
O
紙
面
の
都
合
で
掲
載
が
遅
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
高
島
の
野
上
實

さ
ん
か
ら
川
柳
を
寄
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
龍
宮
へ
根
が
生
え
て
い
る
石
佛

　
山
麓
へ
娘
嫁
り
た
や
待
ち
遠
し

　
球
場
へ
和
を
貴
し
と
信
濃
川

　
白
い
客
謙
信
賜
る
池
の
ダ
ム
に

　
雪
ま
つ
り
宿
の
な
い
の
が
玉
に
傷

／人ロ…50，503人（男24、689・女25、814人）／世帯数…H，949／面積…211、44k㎡（I　I月1日現在）

　
忍
者
め
く
売
子
部
隊
の
ゲ
リ
ラ
戦
勢

　
味
も
佳
し
農
工
商
の
三
杯
酢
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
浅
川
原
調
整
地
に
は
、
ま
だ
白
鳥

が
み
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
．
　
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す
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三
本
の
柱
の
推
進
を

　
市
民
の
み
な
さ
ん
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
、
こ
ざ
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
に
良
き
お
正
月
を
お
迎

え
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

私
も
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
こ
の
年
が

よ
り
良
き
年
イ
．
・
あ
り
ま
す
よ
う
に
と

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
．

　
市
の
行
政
の
考
え
方
と
し
ま
し
て

は
、
私
は
、
か
ね
が
ね
申
し
上
け
て

い
ま
す
と
お
り
、
道
路
交
通
網
の
整

備
、
教
育
文
化
の
向
上
、
福
祉
行
政

の
推
進
、
こ
の
二
一
本
の
柱
を
今
年
も

堅
持
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
、

　
　
　
　
飛
躍
の

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
辰
年
の
一
昨
年
は
動
乱
の
年
、
昨

年
の
巳
年
は
破
乱
の
年
と
も
い
え
る

動
き
の
中
で
の
一
年
間
で
し
た
．

　
昨
年
は
幸
い
に
も
未
曾
有
の
好
天

候
に
め
ぐ
ま
れ
、
農
家
の
み
な
さ
ま

に
と
っ
て
は
農
業
経
営
の
面
か
ら
み

た
ら
、
一
息
つ
け
た
と
い
っ
た
感
じ

で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
本

市
を
と
り
ま
く
経
済
情
勢
は
、
織
物

産
業
を
は
じ
め
と
し
国
の
内
外
を
問

わ
な
い
厳
し
い
不
況
ム
ー
ド
の
中
で
、

ま
さ
に
試
練
の
年
に
終
始
し
て
し
ま

護

　
財
政
的
に
今
年
は
非
常
に
苦
し
い

と
思
い
ま
す
が
、
し
か
し
こ
の
．
．
一
本

の
柱
は
ど
う
し
て
も
通
し
て
行
か
な

葉
が
は
や
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を

日
本
語
に
訳
す
と
「
新
し
い
地
域
社

会
の
造
成
」
レ
一
い
う
こ
と
で
す
し
、

こ
の
こ
と
は
住
民
が
明
る
い
落
ち
着

い
た
生
活
を
、
そ
こ
で
営
め
る
よ
う

な
、
そ
の
基
盤
づ
く
り
と
い
う
の
が

こ
の
三
本
の
柱
だ
と
考
え
る
か
ら
で

す
。

市
長
　
春

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
．

　
こ
の
私
の
考
え
方
の
基
に
な
る
も

の
は
、
こ
の
頃
の
言
葉
で
「
新
し
い

コ
、
・
、
ユ
ニ
テ
で
づ
く
り
」
と
い
う
言

　
　
　
　
　
日
由
三

化
社
会
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

情
報
の
中
に
は
も
ち
ろ
ん
新
聞
や
ラ

ジ
オ
、
テ
レ
ビ
と
い
っ
た
中
央
の
情

報
を
伝
え
る
働
き
も
必
要
で
す
が
、

地
域
社
会
で
横
に
交
流
し
合
う
情
報

　
考
え
て
み
ま
す
と
、
現
代
は
情
報

か
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
、

　
昔
の
人
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
な
い
時

代
に
生
活
の
知
恵
か
ら
、
一
例
を
あ

け
れ
ば
「
お
庚
申
さ
ま
」
を
も
っ
て
、

妾
、
の
機
会
に
多
、
れ
ぞ
れ
の
新
し
い
知

識
、
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
し
た
．
、

　
私
は
、
新
し
い
意
味
で
、
こ
う
い

う
も
の
は
現
代
に
も
必
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
例
え
ば
長
い
歴
史
と
伝

統
の
な
い
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
、
い

ろ
ん
な
機
会
に
み
ん
な
の
も
ち
ょ
り

で
パ
ー
テ
で
を
催
す
習
慣
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
パ
ー
テ
ィ
が
非
常
に
大

き
な
地
域
社
会
の
情
報
交
換
の
場
に

な
っ
て
お
り
、
単
な
る
世
間
話
で
は

な
く
、
必
要
な
知
識
、
情
報
を
交
換

す
る
二
と
に
ょ
っ
て
、
そ
の
地
域
の

生
活
文
化
か
向
上
し
て
行
く
わ
け
な

の
イ
．
曳
す
。

　
こ
う
い
っ
た
意
味
か
ら
、
新
し
い

観
念
其
よ
る
情
報
交
換
の
場
を
整
備

す
る
た
め
に
、
．
．
．
本
の
柱
が
、
い
わ

ば
一
つ
の
根
か
ら
育
っ
た
一
．
一
本
の
幹

と
し
て
、
ぜ
ひ
と
も
推
進
し
な
け
れ
は

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
、

　
一
年
の
始
め
を
機
会
に
、
み
な
さ

ん
が
お
住
み
に
な
っ
て
い
る
地
域
社

会
を
柔
り
良
く
す
る
た
め
に
、
大
い

に
情
報
交
換
の
活
発
化
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
葬
二
言
申

し
上
げ
て
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

．
羅
嚢
め
鷹
難
懸
繧
灘
難
麺
顯
羅
麟
騙

年
に

い
ま
し
た
。

　
生
産
面
、
流
通
面
、
金
融
射
策
、

雇
用
対
策
な
ど
多
く
の
問
題
を
か
か

　
　
　
　
9
夢

市
議
会
議
長

え
な
が
ら
、
業
界
は
も
ち
ろ
ん
、
行

政
、
市
民
一
体
と
な
り
産
地
ぐ
る
み

の
取
り
組
み
を
続
け
る
中
で
新
し
い

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
十
日
町
産
地
の
過
去
の
長
い
歴
史

と
、
他
産
地
と
の
競
争
に
勝
ち
抜
い

て
き
た
市
民
の
底
力
を
も
っ
て
す
れ

ば
必
ず
や
こ
の
難
局
を
打
開
し
、
新

し
い
産
地
形
成
を
な
し
と
げ
る
も
の

と
強
く
期
待
す
る
と
と
も
に
、
そ
う

あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
と
市
民
の

一
人
と
し
て
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
丸
山
尚
政

　
十
日
町
市
議
会
と
し
て
も
、
昨
年

七
月
県
内
の
繊
維
産
地
で
あ
る
五
泉
、

加
茂
、
栃
尾
、
見
附
、
小
千
谷
の
各

市
議
会
と
と
も
に
新
潟
県
繊
維
産
業

関
係
六
市
議
会
議
長
会
繊
維
産
業
対

策
協
議
会
を
結
成
し
、
業
界
の
求
め

て
い
る
要
望
事
項
を
地
場
産
業
の
救

済
と
地
方
自
治
の
確
立
を
め
ざ
し
て

県
知
事
並
び
に
通
産
大
臣
に
訴
え
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
知
事
に
対
し
て
は
、
県
の
r
業
生

産
の
第
］
位
を
占
め
て
い
る
繊
維
産

業
の
振
興
の
た
め
に
独
立
し
た
繊
維

課
を
設
け
る
こ
と
、
ま
た
低
成
長
時

代
を
乗
り
切
っ
て
行
く
た
め
に
は
、

新
製
品
の
開
発
や
技
術
革
新
が
最
も

望
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
工
業
技
術

セ
ン
タ
ー
十
日
町
試
験
場
の
施
設
、

設
備
の
充
実
に
つ
い
て
強
く
申
し
人

れ
る
と
と
も
に
、
雇
用
拡
大
の
た
め

工
場
誘
置
な
ど
に
協
力
を
求
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
国
に
対
し
て
は
、
政
府
系
金
融
機

関
か
ら
借
り
て
い
る
構
造
改
善
資
金

な
ど
の
償
還
猶
予
や
金
利
引
き
ド
げ
、

融
資
枠
の
拡
大
な
ど
に
つ
い
て
要
望

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
の
経
済
動
向
は
、
こ
と
ト
日

町
産
地
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
た
め

た
だ
ち
に
V
字
型
の
景
況
回
復
は
望

め
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
経
済
環
境

に
ど
う
対
処
し
て
行
く
か
が
大
き
な

課
題
で
あ
り
、
創
意
と
努
力
が
今
こ

そ
望
ま
れ
る
時
代
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
今
年
は
午
年
、
飛
躍
の
年
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
各
位
の
一
層

の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

52
年
の
市
政
を
、

　
　
　
　
ふ
り
か
え
っ
て

1
月
6
日
　
雪
害
対
策
本
部
を
設
置

－
月
1
7
日
　
吉
田
中
名
ヶ
山
分
校
完

　
　
　
　
成

2
月
2
日
　
災
害
救
助
法
適
用

2
月
12
日
。
1
3
日

　
　
　
　
第
二
卜
八
回
雪
ま
つ
り

4
月
8
日
　
川
治
地
区
公
民
館
オ
ー

　
　
　
　
。
7
ン

5
月
8
日
　
成
人
式

5
月
2
1
日
　
信
濃
川
運
動
公
園
野
球

　
　
　
　
場
A
面
オ
ー
プ
ン

5
月
2
2
日
　
参
議
院
議
員
補
欠
選
挙

7
月
1
0
日
．
参
議
院
議
員
総
選
挙

7
月
1
5
日
　
博
物
館
建
設
工
事
着
工

7
月
1
6
日
　
中
条
中
学
校
改
築
工
事

　
　
　
　
着
工

9
月
4
日
　
不
用
品
交
換
会
を
開
催

9
月
1
5
日
　
信
濃
川
運
動
公
園
テ
ニ

　
　
　
　
ス
コ
ー
ト
オ
ー
プ
ン

ー0

月
2
5
日
　
産
業
別
、
地
域
別
労
使

　
　
　
　
懇
談
会
を
開
催

10

月
3
1
日
　
大
池
小
、
飛
一
小
池
谷

　
　
　
　
分
校
改
築
工
事
古
誘

n
月
1
日
　
臨
時
雇
用
安
定
相
談
室

　
　
　
　
を
開
設

n
月
1
日
　
吉
田
集
会
所
オ
ー
プ
ン

n
月
n
日
　
公
民
館
設
置
三
十
周
年

　
　
　
　
記
念
集
会

12

月
1
日
　
雪
害
対
策
室
を
設
置

12

月
2
0
日
　
下
条
地
区
公
民
館
工
事

　
　
　
　
完
成

12

月
2
3
日
　
基
礎
集
落
圏
防
雪
体
制

　
　
　
　
整
備
事
業
と
し
て
岩
野

　
　
　
　
地
内
に
管
理
棟
落
成
式
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下条地区公民館オーブン

　中条地区公民館、川治地区公民館、そして今回は

下条地区公民館。

　市では、市民の生涯教育の場、地域民の集いの場

としての地区公民館の施設整備を積極的に進めてい

ます。下条地区公民館についても、今までご不便を

おかけしましたが、これからは地域コミュニティの

とりでとして大いにご利用ください。

図
書
室
兼
談
話
室

調
理
実
習
室

室1機械室

工作室

便　所

融．

浴奎

脱衣室

廊
　
　
下

1階

室
　
　
イ

会
　
　
づ
ワ

集
　
　
力
わ

当直室」」湯沸室

ホール

玄関
事務室

図書室
兼談話室

ス
ロ
ー
フ

地
域
づ
く
り
の
と
り
で
と
し
て

　
　
　
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い

　
冬
場
を
迎
え
、
急
ピ
ッ
チ
で
改
築

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
ド
条
地
区

公
民
館
は
、
総
事
業
費
八
千
二
百
万

円
で
こ
の
ほ
ど
完
成
。
一
月
六
日
、

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
館
は
、
旧
館
よ
り
十
日
町
方
面

に
約
百
材
の
十
日
町
市
農
協
下
条
支

所
の
向
い
側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
旧
ド
条
村
役
場
時
代
か
ら
の
老
朽

化
し
た
木
造
建
物
か
ら
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ニ
階
建
の
モ
ダ
ン
な
建
物
に

．
新
し
た
こ
の
公
民
館
は
、
住
民
の

茶
の
間
と
し
て
、
あ
る
い
は
文
化
教

養
の
場
、
地
域
づ
く
り
の
と
り
で
と

し
て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
お
気

軽
に
利
用
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
施
設
の
概
要
は
、
一
階
に
、
公
民

館
事
務
室
兼
出
張
所
事
務
室
、
気
軽

に
利
用
で
き
る
図
書
室
兼
談
話
室
、

各
種
会
合
の
た
め
に
四
卜
κ
帖
の
集

会
室
、
お
と
し
よ
り
が
使
い
や
す
く

浴
室
、
焼
物
や
木
工
、
美
術
な
ど
が

で
き
る
工
作
室
。

　
二
階
に
は
、
学
級
、
講
座
、
講
習

会
な
ど
に
利
用
で
き
る
講
堂
と
学
習

室
、
調
理
実
習
室
、
お
茶
や
生
花
な

ど
に
利
用
で
き
る
十
五
帖
の
和
室
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
ア
あ
移
転
に
伴
い
、
公
民

館
事
務
室
で
出
張
所
事
務
も
行
い
ま

す
．
ま
た
、
↓
月
一
目
か
ら
公
民
館

及
ひ
出
張
所
の
所
在
地
は
、
卜
日
町

市
ド
条
四
丁
目
．
、
．
百
七
十
】
番
と
な

り
ま
し
た
。

利
用
方
法
等
は

　
　
　
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

開
館
時
間
午
前
九
時
～
午
後
卜
時

休
館
日
月
曜
日
と
国
民
の
祝
日
の
翌

日
、
年
末
年
始
の
㌧
．
月
二
卜
九
目

～
、
月
．
．
、
日
、
・
て
の
他
特
別
の
事
由

2階

言黄　　堂

物置

便所

廊魍幽
　　　　　　　　川川川ll

集会室

下

ベランタ

学習室

物置1準備室

調理実習室

に
よ
り
教
育
委
員
会
が
定
め
た
日

利
用
の
方
法
直
接
ド
条
地
区
公
民
館

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
　
（
使
用

日
の
．
』
ヵ
月
前
か
ら
受
付
け
ま
す
）

　
3
（
公
社
線
）
五
－
二
〇
〇
四
番

　
　
（
有
　
線
）
　
三
四
七
〇
二
番

浴
室
の
使
用
方
法
浴
室
の
使
用
は
、

午
後
一
時
～
し
時
、
原
則
と
し
て
五

人
以
上
の
申
し
込
み
に
限
り
ま
す
．

（
使
用
の
二
日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
）

　
物
品
の
販
売
や
こ
れ
に
類
す
る

　
　
行
為
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

使
用
料
ド
条
地
区
公
民
館
を
利
用
さ

れ
る
場
合
は
、
ド
表
の
使
用
料
を
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

市
公
民
館
使
用
条
例
施
行
規
則
に
該

当
す
る
場
合
は
、
使
用
料
を
減
免
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
、

施　設　名 午前9時～正午午後1時～5時 夜間6時～10時

講　　　　　堂 1，〔）〔）0円 1，200円 1，500円
大　集　会　室
実　　習　　室 800円 1，000円 1，2〔）〔）円

小　集　会　室

学　　習　　室

L　　作　　室
500円 600円 700円

浴室（浴室利用1人につきト記金額を徴収します）

10〔）円他のそ5（）円老人（60歳以上）



略
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三
本
の
柱
の
推
進
を

　
市
民
の
み
な
さ
ん
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
、
こ
ざ
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
に
良
き
お
正
月
を
お
迎

え
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

私
も
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
こ
の
年
が

よ
り
良
き
年
イ
．
・
あ
り
ま
す
よ
う
に
と

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
．

　
市
の
行
政
の
考
え
方
と
し
ま
し
て

は
、
私
は
、
か
ね
が
ね
申
し
上
け
て

い
ま
す
と
お
り
、
道
路
交
通
網
の
整

備
、
教
育
文
化
の
向
上
、
福
祉
行
政

の
推
進
、
こ
の
二
一
本
の
柱
を
今
年
も

堅
持
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
、

　
　
　
　
飛
躍
の

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
辰
年
の
一
昨
年
は
動
乱
の
年
、
昨

年
の
巳
年
は
破
乱
の
年
と
も
い
え
る

動
き
の
中
で
の
一
年
間
で
し
た
．

　
昨
年
は
幸
い
に
も
未
曾
有
の
好
天

候
に
め
ぐ
ま
れ
、
農
家
の
み
な
さ
ま

に
と
っ
て
は
農
業
経
営
の
面
か
ら
み

た
ら
、
一
息
つ
け
た
と
い
っ
た
感
じ

で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
本

市
を
と
り
ま
く
経
済
情
勢
は
、
織
物

産
業
を
は
じ
め
と
し
国
の
内
外
を
問

わ
な
い
厳
し
い
不
況
ム
ー
ド
の
中
で
、

ま
さ
に
試
練
の
年
に
終
始
し
て
し
ま

護

　
財
政
的
に
今
年
は
非
常
に
苦
し
い

と
思
い
ま
す
が
、
し
か
し
こ
の
．
．
一
本

の
柱
は
ど
う
し
て
も
通
し
て
行
か
な

葉
が
は
や
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を

日
本
語
に
訳
す
と
「
新
し
い
地
域
社

会
の
造
成
」
レ
一
い
う
こ
と
で
す
し
、

こ
の
こ
と
は
住
民
が
明
る
い
落
ち
着

い
た
生
活
を
、
そ
こ
で
営
め
る
よ
う

な
、
そ
の
基
盤
づ
く
り
と
い
う
の
が

こ
の
三
本
の
柱
だ
と
考
え
る
か
ら
で

す
。

市
長
　
春

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
．

　
こ
の
私
の
考
え
方
の
基
に
な
る
も

の
は
、
こ
の
頃
の
言
葉
で
「
新
し
い

コ
、
・
、
ユ
ニ
テ
で
づ
く
り
」
と
い
う
言

　
　
　
　
　
日
由
三

化
社
会
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

情
報
の
中
に
は
も
ち
ろ
ん
新
聞
や
ラ

ジ
オ
、
テ
レ
ビ
と
い
っ
た
中
央
の
情

報
を
伝
え
る
働
き
も
必
要
で
す
が
、

地
域
社
会
で
横
に
交
流
し
合
う
情
報

　
考
え
て
み
ま
す
と
、
現
代
は
情
報

か
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
、

　
昔
の
人
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
な
い
時

代
に
生
活
の
知
恵
か
ら
、
一
例
を
あ

け
れ
ば
「
お
庚
申
さ
ま
」
を
も
っ
て
、

妾
、
の
機
会
に
多
、
れ
ぞ
れ
の
新
し
い
知

識
、
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
し
た
．
、

　
私
は
、
新
し
い
意
味
で
、
こ
う
い

う
も
の
は
現
代
に
も
必
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
例
え
ば
長
い
歴
史
と
伝

統
の
な
い
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
、
い

ろ
ん
な
機
会
に
み
ん
な
の
も
ち
ょ
り

で
パ
ー
テ
で
を
催
す
習
慣
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
パ
ー
テ
ィ
が
非
常
に
大

き
な
地
域
社
会
の
情
報
交
換
の
場
に

な
っ
て
お
り
、
単
な
る
世
間
話
で
は

な
く
、
必
要
な
知
識
、
情
報
を
交
換

す
る
二
と
に
ょ
っ
て
、
そ
の
地
域
の

生
活
文
化
か
向
上
し
て
行
く
わ
け
な

の
イ
．
曳
す
。

　
こ
う
い
っ
た
意
味
か
ら
、
新
し
い

観
念
其
よ
る
情
報
交
換
の
場
を
整
備

す
る
た
め
に
、
．
．
．
本
の
柱
が
、
い
わ

ば
一
つ
の
根
か
ら
育
っ
た
一
．
一
本
の
幹

と
し
て
、
ぜ
ひ
と
も
推
進
し
な
け
れ
は

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
、

　
一
年
の
始
め
を
機
会
に
、
み
な
さ

ん
が
お
住
み
に
な
っ
て
い
る
地
域
社

会
を
柔
り
良
く
す
る
た
め
に
、
大
い

に
情
報
交
換
の
活
発
化
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
葬
二
言
申

し
上
げ
て
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

．
羅
嚢
め
鷹
難
懸
繧
灘
難
麺
顯
羅
麟
騙

年
に

い
ま
し
た
。

　
生
産
面
、
流
通
面
、
金
融
射
策
、

雇
用
対
策
な
ど
多
く
の
問
題
を
か
か

　
　
　
　
9
夢

市
議
会
議
長

え
な
が
ら
、
業
界
は
も
ち
ろ
ん
、
行

政
、
市
民
一
体
と
な
り
産
地
ぐ
る
み

の
取
り
組
み
を
続
け
る
中
で
新
し
い

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
十
日
町
産
地
の
過
去
の
長
い
歴
史

と
、
他
産
地
と
の
競
争
に
勝
ち
抜
い

て
き
た
市
民
の
底
力
を
も
っ
て
す
れ

ば
必
ず
や
こ
の
難
局
を
打
開
し
、
新

し
い
産
地
形
成
を
な
し
と
げ
る
も
の

と
強
く
期
待
す
る
と
と
も
に
、
そ
う

あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
と
市
民
の

一
人
と
し
て
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
丸
山
尚
政

　
十
日
町
市
議
会
と
し
て
も
、
昨
年

七
月
県
内
の
繊
維
産
地
で
あ
る
五
泉
、

加
茂
、
栃
尾
、
見
附
、
小
千
谷
の
各

市
議
会
と
と
も
に
新
潟
県
繊
維
産
業

関
係
六
市
議
会
議
長
会
繊
維
産
業
対

策
協
議
会
を
結
成
し
、
業
界
の
求
め

て
い
る
要
望
事
項
を
地
場
産
業
の
救

済
と
地
方
自
治
の
確
立
を
め
ざ
し
て

県
知
事
並
び
に
通
産
大
臣
に
訴
え
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
知
事
に
対
し
て
は
、
県
の
r
業
生

産
の
第
］
位
を
占
め
て
い
る
繊
維
産

業
の
振
興
の
た
め
に
独
立
し
た
繊
維

課
を
設
け
る
こ
と
、
ま
た
低
成
長
時

代
を
乗
り
切
っ
て
行
く
た
め
に
は
、

新
製
品
の
開
発
や
技
術
革
新
が
最
も

望
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
工
業
技
術

セ
ン
タ
ー
十
日
町
試
験
場
の
施
設
、

設
備
の
充
実
に
つ
い
て
強
く
申
し
人

れ
る
と
と
も
に
、
雇
用
拡
大
の
た
め

工
場
誘
置
な
ど
に
協
力
を
求
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
国
に
対
し
て
は
、
政
府
系
金
融
機

関
か
ら
借
り
て
い
る
構
造
改
善
資
金

な
ど
の
償
還
猶
予
や
金
利
引
き
ド
げ
、

融
資
枠
の
拡
大
な
ど
に
つ
い
て
要
望

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
の
経
済
動
向
は
、
こ
と
ト
日

町
産
地
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
た
め

た
だ
ち
に
V
字
型
の
景
況
回
復
は
望

め
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
経
済
環
境

に
ど
う
対
処
し
て
行
く
か
が
大
き
な

課
題
で
あ
り
、
創
意
と
努
力
が
今
こ

そ
望
ま
れ
る
時
代
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
今
年
は
午
年
、
飛
躍
の
年
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
各
位
の
一
層

の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

52
年
の
市
政
を
、

　
　
　
　
ふ
り
か
え
っ
て

1
月
6
日
　
雪
害
対
策
本
部
を
設
置

－
月
1
7
日
　
吉
田
中
名
ヶ
山
分
校
完

　
　
　
　
成

2
月
2
日
　
災
害
救
助
法
適
用

2
月
12
日
。
1
3
日

　
　
　
　
第
二
卜
八
回
雪
ま
つ
り

4
月
8
日
　
川
治
地
区
公
民
館
オ
ー

　
　
　
　
。
7
ン

5
月
8
日
　
成
人
式

5
月
2
1
日
　
信
濃
川
運
動
公
園
野
球

　
　
　
　
場
A
面
オ
ー
プ
ン

5
月
2
2
日
　
参
議
院
議
員
補
欠
選
挙

7
月
1
0
日
．
参
議
院
議
員
総
選
挙

7
月
1
5
日
　
博
物
館
建
設
工
事
着
工

7
月
1
6
日
　
中
条
中
学
校
改
築
工
事

　
　
　
　
着
工

9
月
4
日
　
不
用
品
交
換
会
を
開
催

9
月
1
5
日
　
信
濃
川
運
動
公
園
テ
ニ

　
　
　
　
ス
コ
ー
ト
オ
ー
プ
ン

ー0

月
2
5
日
　
産
業
別
、
地
域
別
労
使

　
　
　
　
懇
談
会
を
開
催

10

月
3
1
日
　
大
池
小
、
飛
一
小
池
谷

　
　
　
　
分
校
改
築
工
事
古
誘

n
月
1
日
　
臨
時
雇
用
安
定
相
談
室

　
　
　
　
を
開
設

n
月
1
日
　
吉
田
集
会
所
オ
ー
プ
ン

n
月
n
日
　
公
民
館
設
置
三
十
周
年

　
　
　
　
記
念
集
会

12

月
1
日
　
雪
害
対
策
室
を
設
置

12

月
2
0
日
　
下
条
地
区
公
民
館
工
事

　
　
　
　
完
成

12

月
2
3
日
　
基
礎
集
落
圏
防
雪
体
制

　
　
　
　
整
備
事
業
と
し
て
岩
野

　
　
　
　
地
内
に
管
理
棟
落
成
式
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下条地区公民館オーブン

　中条地区公民館、川治地区公民館、そして今回は

下条地区公民館。

　市では、市民の生涯教育の場、地域民の集いの場

としての地区公民館の施設整備を積極的に進めてい

ます。下条地区公民館についても、今までご不便を

おかけしましたが、これからは地域コミュニティの

とりでとして大いにご利用ください。

図
書
室
兼
談
話
室

調
理
実
習
室

室1機械室

工作室

便　所

融．

浴奎

脱衣室

廊
　
　
下

1階

室
　
　
イ

会
　
　
づ
ワ

集
　
　
力
わ

当直室」」湯沸室

ホール

玄関
事務室

図書室
兼談話室

ス
ロ
ー
フ

地
域
づ
く
り
の
と
り
で
と
し
て

　
　
　
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い

　
冬
場
を
迎
え
、
急
ピ
ッ
チ
で
改
築

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
ド
条
地
区

公
民
館
は
、
総
事
業
費
八
千
二
百
万

円
で
こ
の
ほ
ど
完
成
。
一
月
六
日
、

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
館
は
、
旧
館
よ
り
十
日
町
方
面

に
約
百
材
の
十
日
町
市
農
協
下
条
支

所
の
向
い
側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
旧
ド
条
村
役
場
時
代
か
ら
の
老
朽

化
し
た
木
造
建
物
か
ら
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ニ
階
建
の
モ
ダ
ン
な
建
物
に

．
新
し
た
こ
の
公
民
館
は
、
住
民
の

茶
の
間
と
し
て
、
あ
る
い
は
文
化
教

養
の
場
、
地
域
づ
く
り
の
と
り
で
と

し
て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
お
気

軽
に
利
用
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
施
設
の
概
要
は
、
一
階
に
、
公
民

館
事
務
室
兼
出
張
所
事
務
室
、
気
軽

に
利
用
で
き
る
図
書
室
兼
談
話
室
、

各
種
会
合
の
た
め
に
四
卜
κ
帖
の
集

会
室
、
お
と
し
よ
り
が
使
い
や
す
く

浴
室
、
焼
物
や
木
工
、
美
術
な
ど
が

で
き
る
工
作
室
。

　
二
階
に
は
、
学
級
、
講
座
、
講
習

会
な
ど
に
利
用
で
き
る
講
堂
と
学
習

室
、
調
理
実
習
室
、
お
茶
や
生
花
な

ど
に
利
用
で
き
る
十
五
帖
の
和
室
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
ア
あ
移
転
に
伴
い
、
公
民

館
事
務
室
で
出
張
所
事
務
も
行
い
ま

す
．
ま
た
、
↓
月
一
目
か
ら
公
民
館

及
ひ
出
張
所
の
所
在
地
は
、
卜
日
町

市
ド
条
四
丁
目
．
、
．
百
七
十
】
番
と
な

り
ま
し
た
。

利
用
方
法
等
は

　
　
　
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

開
館
時
間
午
前
九
時
～
午
後
卜
時

休
館
日
月
曜
日
と
国
民
の
祝
日
の
翌

日
、
年
末
年
始
の
㌧
．
月
二
卜
九
目

～
、
月
．
．
、
日
、
・
て
の
他
特
別
の
事
由

2階

言黄　　堂

物置

便所

廊魍幽
　　　　　　　　川川川ll

集会室

下

ベランタ

学習室

物置1準備室

調理実習室

に
よ
り
教
育
委
員
会
が
定
め
た
日

利
用
の
方
法
直
接
ド
条
地
区
公
民
館

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
　
（
使
用

日
の
．
』
ヵ
月
前
か
ら
受
付
け
ま
す
）

　
3
（
公
社
線
）
五
－
二
〇
〇
四
番

　
　
（
有
　
線
）
　
三
四
七
〇
二
番

浴
室
の
使
用
方
法
浴
室
の
使
用
は
、

午
後
一
時
～
し
時
、
原
則
と
し
て
五

人
以
上
の
申
し
込
み
に
限
り
ま
す
．

（
使
用
の
二
日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
）

　
物
品
の
販
売
や
こ
れ
に
類
す
る

　
　
行
為
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

使
用
料
ド
条
地
区
公
民
館
を
利
用
さ

れ
る
場
合
は
、
ド
表
の
使
用
料
を
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

市
公
民
館
使
用
条
例
施
行
規
則
に
該

当
す
る
場
合
は
、
使
用
料
を
減
免
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
、

施　設　名 午前9時～正午午後1時～5時 夜間6時～10時

講　　　　　堂 1，〔）〔）0円 1，200円 1，500円
大　集　会　室
実　　習　　室 800円 1，000円 1，2〔）〔）円

小　集　会　室

学　　習　　室

L　　作　　室
500円 600円 700円

浴室（浴室利用1人につきト記金額を徴収します）

10〔）円他のそ5（）円老人（60歳以上）
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飛楕
　
水
危
機
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
と

並
ん
鴫
＼
い
ま
や
世
界
共
通
の
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
心
配
さ
れ
る
将
来
の
水

不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
四
十
七
年

か
ら
専
従
班
を
つ
く
っ
て
基
礎
調
査

を
進
め
る
な
ど
、
水
資
源
確
保
に
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
、
昭
和
六
十
年
代
に

必
要
と
さ
れ
る
水
の
量
は
、
年
間
二

億
七
千
万
立
方
材
に
達
す
る
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
河
川

と
地
下
水
で
一
億
七
千
三
百
万
立
方

灯
は
確
保
で
き
る
見
通
し
で
す
が
、

残
る
九
千
六
百
万
立
方
材
（
三
十
五

幹
）
は
、
市
の
区
域
内
で
調
達
で
き

る
水
源
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
不
足
水
量
を
清
津
川
ダ
ム
に

　
O
　
O議

叛

　
　
ノ

目

渚

沢賜
ワ
穣

至新浮
彰、，

ノ

、

依
存
し
て
確
保
す
る
ー
。
こ
れ
が

当
市
の
「
水
資
源
確
保
」
の
基
本
方

針
で
す
。

清
津
川
ダ
ム
は
県
内

　
最
後
で
最
大
の
水
ガ
メ

　
清
津
川
ダ
ム
μ
、
建
設
省
が
清
津

峡
上
流
地
点
に
、
昭
和
四
十
二
年
か

ら
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
継
続
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ダ
ム
の
構
想
は
、
信
濃
川
の
洪
水

調
節
、
渇
水
期
の
用
水
補
給
、
農
業

用
水
、
工
業
用
水
、
上
水
道
の
供
給

及
び
発
電
を
行
う
、
い
わ
ゆ
る
多
目

的
ダ
ム
と
し
て
計
画
さ
れ
ま
す
。

　
ダ
ム
規
模
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ

ム
型
式
、
高
さ
百
五
十
材
、
流
域
面

積
一
万
九
千
三
百
診
、
総
貯
水
容
量

器．
濃

ノ
，

一
億
六
千
万
立
方
齎
で
、
県
内
で
計

画
さ
れ
る
多
目
的
ダ
ム
の
最
後
で
最

大
の
水
ガ
メ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

進
む
ダ
ム
地
質
調
査

　
上
信
越
高
原
国
立
公
園
特
別
区
域
、

名
勝
天
然
記
念
物
清
津
峡
の
現
地
調

査
許
可
手
続
き
の
た
め
三
年
余
り
足

踏
み
し
て
い
た
ダ
ム
地
質
調
査
は
、

五
十
一
年
度
か
ら
本
格
的
に
は
じ
ま

り
、
現
在
ま
で
に
地
質
調
査
ト
ン
ネ

ル
四
本
の
掘
さ
く
を
は
じ
め
、
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
、
弾
性
波
試
験
な
ど
各

種
調
査
が
進
行
し
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
地
質
調
査
に
併

行
し
て
、
自
然
環
境
影
響
調
査
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

ダ
ム
着
工
も
ま
じ
か

　
建
設
省
は
、
昨
年
第
五
次
治
水
五

ヵ
年
計
画
（
五
十
二
～
五
十
六
年
）

を
策
定
、
治
水
の
分
野
で
清
津
川
ダ

ム
実
施
計
画
に
着
手
す
る
方
針
を
盛

り
込
み
ま
し
た
。
待
望
の
ダ
ム
着
工

が
、
日
程
に
の
ぼ
る
道
が
開
け
た
わ

け
で
す
。

　
ま
た
、
県
で
も
企
画
調
整
部
に
水

資
源
班
を
設
置
し
「
ダ
ム
実
施
計
画

の
策
定
と
水
没
住
民
の
生
活
再
建
対

策
の
促
進
」
を
、
五
十
三
年
度
の
重

点
施
策
と
し
て
積
極
的
に
政
府
へ
働

き
か
け
て
行
く
と
し
て
い
ま
す
。

五
十
四
年
度
着
手
を
目
ざ
し

五
市
町
村
で
強
力
に
運
動

　
清
津
川
ダ
ム
建
設
の
機
は
熟
し
ま

し
た
．
事
実
上
の
着
手
で
あ
る
実
施

計
画
調
査
へ
の
格
上
げ
（
ダ
ム
調
査

事
務
所
が
新
設
さ
れ
、
実
施
計
画
の

策
定
。
用
地
買
収
補
償
等
が
実
施
さ

れ
る
）
を
五
十
四
年
度
に
実
現
す
べ

く
、
湯
沢
町
と
郡
市
四
市
町
村
が
協

力
一
致
し
て
強
力
な
運
動
を
展
開
す

る
計
画
で
す
．

　
多
年
の
念
願
で
あ
っ
た
清
津
川
多

目
的
ダ
ム
建
設
着
手
を
目
ざ
し
、
大

き
く
前
進
す
る
年
に
し
ま
し
ょ
う
．

財
形
柱
宅
貸
付
け

　
　
　
　
　
受
付
け
中
〃

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
財
形
貯
蓄

を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
「
財
形
住

宅
貸
付
け
」
の
申
込
受
付
け
を
昭
和

五
十
三
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
貸
付
け
を
公
庫
の
個
人
住
宅

貸
付
け
な
ど
と
あ
わ
せ
て
利
用
す
る

場
合
は
、
住
宅
が
竣
工
す
る
ま
で
に

申
し
込
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

住
宅
の
竣
工
が
昭
和
五
十
三
年
三
月

～
五
月
に
な
る
予
定
の
方
は
必
ず
昭

和
五
十
三
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
に

お
申
し
込
み
ド
さ
い
、

融
資
額

　
財
形
貯
蓄
残
高
の
二
倍
．
た
だ
し

そ
の
額
が
一
千
万
円
を
超
え
る
場
合

は
一
千
万
円
が
限
度
。

利
　
率

　
年
六
・
八
三
パ
ー
セ
ン
ト

返
済
期
間

　
木
造
－
…
十
八
年
以
内

　
簡
易
耐
火
構
造
…
…
二
十
五
年
以

内　
耐
火
構
造
－
…
∴
、
一
十
五
年
以
内

詳
し
い
こ
と
は
、
公
庫
業
務
取
扱
金

融
機
関
又
は
住
宅
金
融
公
庫
へ
お
た

ず
ね
ド
さ
い
。

広報協力員

イ
ラ
ス
ト
・
鈴
木
　
蘭

写
真
・
庭
野
泰
明

すま
写
真
・
樋
口
信
二

りばんがも　
　
マ
ン
ガ
・
十
高
漫
研
ク
ラ
ブ

年今

総

（第3種郵便物認可）昭和53年1月10日
とお∬』ρ3（9

工
場
排
水
の
取
り
締
り
を
強
化

　
　
　
　
規
制
基
準
を
上
回
る
工
場
に
対
し
て
は

　
　
　
　
改
善
・
勧
告
・
操
業
停
止
も
…

　
染
色
事
業
（
染
色
、
精
練
、
洗
浄
　
質
汚
濁
防
止
法
に
よ
り
排
水
量
の
多

等
）
な
ど
を
行
っ
て
い
る
者
は
、
水
　
少
に
か
か
わ
ら
ず
届
出
る
よ
う
十
二

米の新生産調整に関する

　　　意見書などを議決
会
き

議
動

市
の

　市議会第4回定例会は、12月6日～16日まで11日間開催され

主した。

　この議会では、昭和51年度一般会計決算認定・昭和52年度一

般会計補正予算等38議案が審議され、36議案に一）いては、原案

どおり”∫決、承認され、2議案に・）いては継続審査となりまし

た。また市政に対する…般質問は8人ゾ）議員が行いました。

　今議会で審議された1三なもノ）は一）きび）とおりです。

■一般会計補正予算　専決処分を含め1億2、727万3千円を追加

し、総額6（〕億7．569ノ∫3下』円となり主した。彦蔑員1び）セなもび）は・

河川総務費（船坂川他改修11事費追加〉商L業振興費（産業育

’、気資金貸付金追加等）老人福祉費（老入医療費追加）委託料

（除雪圧雪委託料追加等）等です・

■昭和51年度決算を承認　　・般会計は歳人52億7，12〔）ノ∫9，587円

（収人率99．25《）1、）歳出51億7，12〔）ノ∫2，899円（支出率98．89％）で

差引額は1億6，688円。二び）うち事故繰越し繰越額が646ノ∫円

あ・5び）で実質収支額は9，354万6，684円です。

■十日町市樽物館条例を制定　4月1日から施行

■市議会発議案として、一）ぎび）事項を内容とした「米の新生産

調整に関する意見書』が提出されμ∫決。

　①水田利用再編対策の実施にあたり、地域び）実態に即した転

　作び）指導推進をはか1）、農家経済び）不利益とならないような

　措置を講じられたい。

　②野菜の農業災害補償制度び）実現と価格安定対策び）充実をは

　カ・ドンオし武こし、，、

■岩野6号線等14路線が市道に認定され圭した。

月
十
日
付
の
「
市
報
と
お
カ
ま
亡
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　
十
日
町
保
健
所
で
は
、
昭
和
五
十

．
．
、
年
度
L
り
届
出
済
み
の
工
場
、
事

業
場
に
対
し
て
立
入
検
査
を
行
い
、

届
出
事
項
の
再
確
認
と
排
水
量
を
把

握
す
る
た
め
の
水
量
計
の
取
り
付
け

及
び
沈
澱
槽
の
設
置
等
を
指
導
し
て

行
く
方
針
で
す
。

　
水
質
汚
濁
防
止
法
で
は
、
染
色
排

水
等
の
規
制
物
質
で
あ
る
生
活
環
境

　
　
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
』
　
r
．
k
　
H
」

項
目
．
（
B
O
D
・
P
H
・
S
S
等
）

に
つ
い
て
は
、
一
日
の
排
水
量
が
丘

十
ト
ン
以
上
の
壬
場
、
事
業
場
が
規

制
対
象
に
な
っ
て
お
り
、
有
害
物
質

（
カ
ド
ミ
ウ
ム
・
六
価
ク
・
ム
・
総

水
銀
等
）
に
つ
い
て
は
排
水
量
の
多

少
に
か
か
わ
ら
ず
規
制
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
規
制
値
を
上
回
る
工
場
、
事
業
場

に
対
し
て
は
、
法
の
規
定
に
よ
り
改

善
、
勧
告
、
操
業
停
止
命
令
を
出
し

厳
し
く
取
り
締
る
方
針
で
す
の
で
、

各
工
場
、
事
業
場
は
排
出
水
の
管
理

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
規
制
基
準
が
適
用
さ
れ
て

い
な
い
工
場
、
事
業
場
（
一
日
の
排

水
量
が
五
レ
ト
ン
未
満
）
で
も
著
し

い
環
境
汚
染
や
苦
情
等
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
汚
水
処
理
施
設
等
の
防
止

対
策
を
強
力
に
指
導
し
て
行
く
方
針

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
で
す
。

　
　
さ
ら
に
未
届
け
の
工
場
、
事
業
場

　
に
対
し
て
は
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る

　
と
お
り
厳
し
く
対
処
し
て
行
く
方
針

　
で
す
の
で
適
正
に
届
け
出
て
く
だ
さ

　
　
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
　
　
訓
練
生
募
集
ー

　
　
十
日
町
市
高
等
職
業
訓
練
校
と
は

　
市
内
の
建
築
組
合
の
事
業
主
が
中
心

　
と
な
り
、
昭
和
一
、
一
十
四
年
に
設
立
さ

　
れ
た
訓
練
校
で
・
働
く
者
に
必
要
な

　
職
業
、
技
能
を
習
得
す
る
．
｝
と
に
ょ

　
り
、
技
能
労
働
者
の
社
会
的
、
経
済

　
的
地
位
の
向
上
と
、
産
業
の
発
展
に

　
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

　
す
．
年
令
、
学
歴
、
性
別
に
関
係
な

　
く
だ
れ
で
も
入
校
で
き
、
国
、
県
及

　
び
市
の
補
助
を
受
け
て
い
ま
す
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
ノ

　
に
　
　
　
　
　
　
　
デ
㌧
て
　
　
つ

　
政
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
．
『

　
行
　
　
　
　
　
　
つ
　
っ
　
　
保

　
療
　
　
　
　
　
　
に
に
　
　
確

　
医
　
　
て
　
　
　
政
題
　
　
路

　
　
　
　
　
　
　
　
了
　
男
　
　
　
首
｝

　
て
　
　
　
　
　
　
路
路
　
　
期

　
　
　
　
に
　
　
　
道
道
　
　
冬
）

　
　
　
　
政
）
）
、
、
）
、
て

　
に
ぐ
行
て
て
て
て
て
て
い

　
勢
㌧
設
い
い
い
い
い
い
つ

　
姿
っ
建
つ
つ
つ
つ
つ
つ
に

　
治
に
、
に
に
に
に
に
に
策

　
政
政
題
策
策
題
題
政
災
対

　
の
農
問
政
対
問
問
行
防
者

　
長
、
業
業
害
業
業
林
期
業

容
打
て
農
産
雪
農
農
農
冬
夫

内

な
員
　
員
員
員
員
員
員
員

主
議
　
議
議
議
議
議
議
議

の
作
　
治
占
雄
　
市
作
雄

問
桂
　

重
大
辰
貞
金
新
利

質
橋
　
沢
村
林
本
田
津
藤

般
高
　
滝
越
小
橋
遠
根
佐

一■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　蒙

秒雲⊇E騰灘舗麟
　きは、口にはいるタバコの煙の温度は、

　1コングサイズのフィルターつさシガレッ

炉トの場合て、ほぼ体温なみ。ところが間

隔をせばめてせかせかと吸いはしめたら

　とたんに煙の温度はくんぐん L昇しはし

　める。

　昧や香りがそこなわれるのはもちろん

　だか、ゆっくり吸えば吸うほど、いいか

安
い
費
用
で
、
ま
た
ど
な
た
で
も
受

け
ら
れ
る
仁
う
に
短
期
訓
練
、
夜
間

訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
，

　
同
訓
練
校
で
は
、
新
設
す
る
「
経

理
事
務
科
」
を
含
め
て
、
つ
き
の
仁

う
に
瓦
レ
．
、
、
年
度
の
訓
練
生
を
募
集

し
ま
す
の
所
＼
技
術
向
上
－
．
一
技
能
習

得
意
欲
の
あ
る
人
は
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

◎
申
込
み
先

　
　
レ
日
町
市
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　
（
本
町
六
r
目
　
實
．
一
1
．
．
、

　
　
　
　
八
乙
．
．
．
）

◎
申
込
み
期
間

　
　
・
耳
百
困
～
．
．
．
月
－
r
日
團

　
詳
し
い
二
と
は
十
日
町
市
高
等
職

業
訓
練
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

区分 、1川練科名 定員 訓練期間 訓練時間

建　築　科
人

3　力年
（夜間、i川練）

養 30 19．00～21．00

成
（高等課程）

（4月～11月）
週3回～4回

匹洲

建築製図科 6　ヵ月
（夜間訓練〉

練 40 19．00～21．0〔）

（専修課程）
（4月～9月）

週3回以上

成 経理事務科 6　ヵ月
（昼間、1”錬）

ノ＼

30 13．00～15．30

訓
練

（糠脚 （4月～9月）
週2回予定



め
b
℃
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飛楕
　
水
危
機
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
と

並
ん
鴫
＼
い
ま
や
世
界
共
通
の
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
心
配
さ
れ
る
将
来
の
水

不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
四
十
七
年

か
ら
専
従
班
を
つ
く
っ
て
基
礎
調
査

を
進
め
る
な
ど
、
水
資
源
確
保
に
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
、
昭
和
六
十
年
代
に

必
要
と
さ
れ
る
水
の
量
は
、
年
間
二

億
七
千
万
立
方
材
に
達
す
る
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
河
川

と
地
下
水
で
一
億
七
千
三
百
万
立
方

灯
は
確
保
で
き
る
見
通
し
で
す
が
、

残
る
九
千
六
百
万
立
方
材
（
三
十
五

幹
）
は
、
市
の
区
域
内
で
調
達
で
き

る
水
源
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
不
足
水
量
を
清
津
川
ダ
ム
に

　
O
　
O議

叛

　
　
ノ

目

渚

沢賜
ワ
穣

至新浮
彰、，

ノ

、

依
存
し
て
確
保
す
る
ー
。
こ
れ
が

当
市
の
「
水
資
源
確
保
」
の
基
本
方

針
で
す
。

清
津
川
ダ
ム
は
県
内

　
最
後
で
最
大
の
水
ガ
メ

　
清
津
川
ダ
ム
μ
、
建
設
省
が
清
津

峡
上
流
地
点
に
、
昭
和
四
十
二
年
か

ら
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
継
続
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ダ
ム
の
構
想
は
、
信
濃
川
の
洪
水

調
節
、
渇
水
期
の
用
水
補
給
、
農
業

用
水
、
工
業
用
水
、
上
水
道
の
供
給

及
び
発
電
を
行
う
、
い
わ
ゆ
る
多
目

的
ダ
ム
と
し
て
計
画
さ
れ
ま
す
。

　
ダ
ム
規
模
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ

ム
型
式
、
高
さ
百
五
十
材
、
流
域
面

積
一
万
九
千
三
百
診
、
総
貯
水
容
量

器．
濃

ノ
，

一
億
六
千
万
立
方
齎
で
、
県
内
で
計

画
さ
れ
る
多
目
的
ダ
ム
の
最
後
で
最

大
の
水
ガ
メ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

進
む
ダ
ム
地
質
調
査

　
上
信
越
高
原
国
立
公
園
特
別
区
域
、

名
勝
天
然
記
念
物
清
津
峡
の
現
地
調

査
許
可
手
続
き
の
た
め
三
年
余
り
足

踏
み
し
て
い
た
ダ
ム
地
質
調
査
は
、

五
十
一
年
度
か
ら
本
格
的
に
は
じ
ま

り
、
現
在
ま
で
に
地
質
調
査
ト
ン
ネ

ル
四
本
の
掘
さ
く
を
は
じ
め
、
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
、
弾
性
波
試
験
な
ど
各

種
調
査
が
進
行
し
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
地
質
調
査
に
併

行
し
て
、
自
然
環
境
影
響
調
査
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

ダ
ム
着
工
も
ま
じ
か

　
建
設
省
は
、
昨
年
第
五
次
治
水
五

ヵ
年
計
画
（
五
十
二
～
五
十
六
年
）

を
策
定
、
治
水
の
分
野
で
清
津
川
ダ

ム
実
施
計
画
に
着
手
す
る
方
針
を
盛

り
込
み
ま
し
た
。
待
望
の
ダ
ム
着
工

が
、
日
程
に
の
ぼ
る
道
が
開
け
た
わ

け
で
す
。

　
ま
た
、
県
で
も
企
画
調
整
部
に
水

資
源
班
を
設
置
し
「
ダ
ム
実
施
計
画

の
策
定
と
水
没
住
民
の
生
活
再
建
対

策
の
促
進
」
を
、
五
十
三
年
度
の
重

点
施
策
と
し
て
積
極
的
に
政
府
へ
働

き
か
け
て
行
く
と
し
て
い
ま
す
。

五
十
四
年
度
着
手
を
目
ざ
し

五
市
町
村
で
強
力
に
運
動

　
清
津
川
ダ
ム
建
設
の
機
は
熟
し
ま

し
た
．
事
実
上
の
着
手
で
あ
る
実
施

計
画
調
査
へ
の
格
上
げ
（
ダ
ム
調
査

事
務
所
が
新
設
さ
れ
、
実
施
計
画
の

策
定
。
用
地
買
収
補
償
等
が
実
施
さ

れ
る
）
を
五
十
四
年
度
に
実
現
す
べ

く
、
湯
沢
町
と
郡
市
四
市
町
村
が
協

力
一
致
し
て
強
力
な
運
動
を
展
開
す

る
計
画
で
す
．

　
多
年
の
念
願
で
あ
っ
た
清
津
川
多

目
的
ダ
ム
建
設
着
手
を
目
ざ
し
、
大

き
く
前
進
す
る
年
に
し
ま
し
ょ
う
．

財
形
柱
宅
貸
付
け

　
　
　
　
　
受
付
け
中
〃

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
財
形
貯
蓄

を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
「
財
形
住

宅
貸
付
け
」
の
申
込
受
付
け
を
昭
和

五
十
三
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
貸
付
け
を
公
庫
の
個
人
住
宅

貸
付
け
な
ど
と
あ
わ
せ
て
利
用
す
る

場
合
は
、
住
宅
が
竣
工
す
る
ま
で
に

申
し
込
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

住
宅
の
竣
工
が
昭
和
五
十
三
年
三
月

～
五
月
に
な
る
予
定
の
方
は
必
ず
昭

和
五
十
三
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
に

お
申
し
込
み
ド
さ
い
、

融
資
額

　
財
形
貯
蓄
残
高
の
二
倍
．
た
だ
し

そ
の
額
が
一
千
万
円
を
超
え
る
場
合

は
一
千
万
円
が
限
度
。

利
　
率

　
年
六
・
八
三
パ
ー
セ
ン
ト

返
済
期
間

　
木
造
－
…
十
八
年
以
内

　
簡
易
耐
火
構
造
…
…
二
十
五
年
以

内　
耐
火
構
造
－
…
∴
、
一
十
五
年
以
内

詳
し
い
こ
と
は
、
公
庫
業
務
取
扱
金

融
機
関
又
は
住
宅
金
融
公
庫
へ
お
た

ず
ね
ド
さ
い
。

広報協力員

イ
ラ
ス
ト
・
鈴
木
　
蘭

写
真
・
庭
野
泰
明

すま
写
真
・
樋
口
信
二

りばんがも　
　
マ
ン
ガ
・
十
高
漫
研
ク
ラ
ブ

年今

総
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工
場
排
水
の
取
り
締
り
を
強
化

　
　
　
　
規
制
基
準
を
上
回
る
工
場
に
対
し
て
は

　
　
　
　
改
善
・
勧
告
・
操
業
停
止
も
…

　
染
色
事
業
（
染
色
、
精
練
、
洗
浄
　
質
汚
濁
防
止
法
に
よ
り
排
水
量
の
多

等
）
な
ど
を
行
っ
て
い
る
者
は
、
水
　
少
に
か
か
わ
ら
ず
届
出
る
よ
う
十
二

米の新生産調整に関する

　　　意見書などを議決
会
き

議
動

市
の

　市議会第4回定例会は、12月6日～16日まで11日間開催され

主した。

　この議会では、昭和51年度一般会計決算認定・昭和52年度一

般会計補正予算等38議案が審議され、36議案に一）いては、原案

どおり”∫決、承認され、2議案に・）いては継続審査となりまし

た。また市政に対する…般質問は8人ゾ）議員が行いました。

　今議会で審議された1三なもノ）は一）きび）とおりです。

■一般会計補正予算　専決処分を含め1億2、727万3千円を追加

し、総額6（〕億7．569ノ∫3下』円となり主した。彦蔑員1び）セなもび）は・

河川総務費（船坂川他改修11事費追加〉商L業振興費（産業育

’、気資金貸付金追加等）老人福祉費（老入医療費追加）委託料

（除雪圧雪委託料追加等）等です・

■昭和51年度決算を承認　　・般会計は歳人52億7，12〔）ノ∫9，587円

（収人率99．25《）1、）歳出51億7，12〔）ノ∫2，899円（支出率98．89％）で

差引額は1億6，688円。二び）うち事故繰越し繰越額が646ノ∫円

あ・5び）で実質収支額は9，354万6，684円です。

■十日町市樽物館条例を制定　4月1日から施行

■市議会発議案として、一）ぎび）事項を内容とした「米の新生産

調整に関する意見書』が提出されμ∫決。

　①水田利用再編対策の実施にあたり、地域び）実態に即した転

　作び）指導推進をはか1）、農家経済び）不利益とならないような

　措置を講じられたい。

　②野菜の農業災害補償制度び）実現と価格安定対策び）充実をは

　カ・ドンオし武こし、，、

■岩野6号線等14路線が市道に認定され圭した。

月
十
日
付
の
「
市
報
と
お
カ
ま
亡
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　
十
日
町
保
健
所
で
は
、
昭
和
五
十

．
．
、
年
度
L
り
届
出
済
み
の
工
場
、
事

業
場
に
対
し
て
立
入
検
査
を
行
い
、

届
出
事
項
の
再
確
認
と
排
水
量
を
把

握
す
る
た
め
の
水
量
計
の
取
り
付
け

及
び
沈
澱
槽
の
設
置
等
を
指
導
し
て

行
く
方
針
で
す
。

　
水
質
汚
濁
防
止
法
で
は
、
染
色
排

水
等
の
規
制
物
質
で
あ
る
生
活
環
境

　
　
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
』
　
r
．
k
　
H
」

項
目
．
（
B
O
D
・
P
H
・
S
S
等
）

に
つ
い
て
は
、
一
日
の
排
水
量
が
丘

十
ト
ン
以
上
の
壬
場
、
事
業
場
が
規

制
対
象
に
な
っ
て
お
り
、
有
害
物
質

（
カ
ド
ミ
ウ
ム
・
六
価
ク
・
ム
・
総

水
銀
等
）
に
つ
い
て
は
排
水
量
の
多

少
に
か
か
わ
ら
ず
規
制
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
規
制
値
を
上
回
る
工
場
、
事
業
場

に
対
し
て
は
、
法
の
規
定
に
よ
り
改

善
、
勧
告
、
操
業
停
止
命
令
を
出
し

厳
し
く
取
り
締
る
方
針
で
す
の
で
、

各
工
場
、
事
業
場
は
排
出
水
の
管
理

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
規
制
基
準
が
適
用
さ
れ
て

い
な
い
工
場
、
事
業
場
（
一
日
の
排

水
量
が
五
レ
ト
ン
未
満
）
で
も
著
し

い
環
境
汚
染
や
苦
情
等
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
汚
水
処
理
施
設
等
の
防
止

対
策
を
強
力
に
指
導
し
て
行
く
方
針

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
で
す
。

　
　
さ
ら
に
未
届
け
の
工
場
、
事
業
場

　
に
対
し
て
は
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る

　
と
お
り
厳
し
く
対
処
し
て
行
く
方
針

　
で
す
の
で
適
正
に
届
け
出
て
く
だ
さ

　
　
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
　
　
訓
練
生
募
集
ー

　
　
十
日
町
市
高
等
職
業
訓
練
校
と
は

　
市
内
の
建
築
組
合
の
事
業
主
が
中
心

　
と
な
り
、
昭
和
一
、
一
十
四
年
に
設
立
さ

　
れ
た
訓
練
校
で
・
働
く
者
に
必
要
な

　
職
業
、
技
能
を
習
得
す
る
．
｝
と
に
ょ

　
り
、
技
能
労
働
者
の
社
会
的
、
経
済

　
的
地
位
の
向
上
と
、
産
業
の
発
展
に

　
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

　
す
．
年
令
、
学
歴
、
性
別
に
関
係
な

　
く
だ
れ
で
も
入
校
で
き
、
国
、
県
及

　
び
市
の
補
助
を
受
け
て
い
ま
す
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
ノ

　
に
　
　
　
　
　
　
　
デ
㌧
て
　
　
つ

　
政
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
．
『

　
行
　
　
　
　
　
　
つ
　
っ
　
　
保

　
療
　
　
　
　
　
　
に
に
　
　
確

　
医
　
　
て
　
　
　
政
題
　
　
路

　
　
　
　
　
　
　
　
了
　
男
　
　
　
首
｝

　
て
　
　
　
　
　
　
路
路
　
　
期

　
　
　
　
に
　
　
　
道
道
　
　
冬
）

　
　
　
　
政
）
）
、
、
）
、
て

　
に
ぐ
行
て
て
て
て
て
て
い

　
勢
㌧
設
い
い
い
い
い
い
つ

　
姿
っ
建
つ
つ
つ
つ
つ
つ
に

　
治
に
、
に
に
に
に
に
に
策

　
政
政
題
策
策
題
題
政
災
対

　
の
農
問
政
対
問
問
行
防
者

　
長
、
業
業
害
業
業
林
期
業

容
打
て
農
産
雪
農
農
農
冬
夫

内

な
員
　
員
員
員
員
員
員
員

主
議
　
議
議
議
議
議
議
議

の
作
　
治
占
雄
　
市
作
雄

問
桂
　

重
大
辰
貞
金
新
利

質
橋
　
沢
村
林
本
田
津
藤

般
高
　
滝
越
小
橋
遠
根
佐

一■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　蒙

秒雲⊇E騰灘舗麟
　きは、口にはいるタバコの煙の温度は、

　1コングサイズのフィルターつさシガレッ

炉トの場合て、ほぼ体温なみ。ところが間

隔をせばめてせかせかと吸いはしめたら

　とたんに煙の温度はくんぐん L昇しはし

　める。

　昧や香りがそこなわれるのはもちろん

　だか、ゆっくり吸えば吸うほど、いいか

安
い
費
用
で
、
ま
た
ど
な
た
で
も
受

け
ら
れ
る
仁
う
に
短
期
訓
練
、
夜
間

訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
，

　
同
訓
練
校
で
は
、
新
設
す
る
「
経

理
事
務
科
」
を
含
め
て
、
つ
き
の
仁

う
に
瓦
レ
．
、
、
年
度
の
訓
練
生
を
募
集

し
ま
す
の
所
＼
技
術
向
上
－
．
一
技
能
習

得
意
欲
の
あ
る
人
は
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

◎
申
込
み
先

　
　
レ
日
町
市
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　
（
本
町
六
r
目
　
實
．
一
1
．
．
、

　
　
　
　
八
乙
．
．
．
）

◎
申
込
み
期
間

　
　
・
耳
百
困
～
．
．
．
月
－
r
日
團

　
詳
し
い
二
と
は
十
日
町
市
高
等
職

業
訓
練
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

区分 、1川練科名 定員 訓練期間 訓練時間

建　築　科
人

3　力年
（夜間、i川練）

養 30 19．00～21．00

成
（高等課程）

（4月～11月）
週3回～4回

匹洲

建築製図科 6　ヵ月
（夜間訓練〉

練 40 19．00～21．0〔）

（専修課程）
（4月～9月）

週3回以上

成 経理事務科 6　ヵ月
（昼間、1”錬）

ノ＼

30 13．00～15．30

訓
練

（糠脚 （4月～9月）
週2回予定
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b
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路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
で
ド
さ

い
。
も
し
、
除
雪
作
業
の
た
め
、
路

上
駐
車
禁
止
場
所
に
駐
車
し
て
い
る

車
を
損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の
修
理

代
や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要
し

た
費
用
等
み
な
さ
ん
の
ご
負
担
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
路
上
駐
車
禁
止
場
所
は
、

当
該
地
点
に
道
路
標
識
で
表
示
し
て

あ
り
ま
す
が
、
市
及
び
土
木
事
務
所
、

警
察
署
で
は
、
夜
間
パ
ト
・
i
ル
を

強
化
し
、
路
上
駐
車
を
排
除
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
道
路
に
饗
を

炉
翻
震
幽
麗

議
講
濾
灘
馨
轄
、
毒
釜

さ
れ
て
い
郵
事
隊
特
に
廼
論
繋
や
消

讐
を
圭
遵
絡
織
饗
蓼
撫
鷲
餐
で

選
窺
熱
馨
灘
絡
造
覆

奪
灘
聡
聡
窪
幾
嚢

お
ろ
鑓
鱗
羅
欝
錦
榛
婆

奮
、
融
欝
馨
粥
鍵
纏
讐

を
莞
、
驚
実
雄
び
鷲
肇
藁
慧
、

な
羅
凝
驚
懲
灘
磯
無

車
道
蕪
鍵
畢
糠
謙
癖
麟
、
轍
車
繍
登

必
ず
確
保
し
て
下
さ
い
。

自
分
の
家
の
前
は

　
　
　
　
自
分
で
除
雪
を

　
各
戸
の
出
入
口
は
、
除
雪
作
業
で

ふ
さ
が
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
迷
惑
で
も
、
各
戸
で
手
直
し
し
、

入
口
の
両
側
に
積
み
上
げ
て
ド
さ
い
．

雪
お
ろ
し
に
ご
注
意

　
例
年
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
が
遅
れ

た
た
め
に
、
建
物
が
全
半
壊
す
る
等

の
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
特
に
雪

お
ろ
し
は
、
早
め
に
行
つ
て
く
だ
さ

　
ま
た
、
最
近
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し

の
際
の
転
落
事
故
、
屋
根
か
ら
セ
リ

出
し
た
雪
の
か
た
ま
り
が
落
ち
て
き

て
歩
行
者
が
ケ
ガ
を
す
る
と
い
う
事

故
が
そ
れ
ぞ
れ
増
え
て
い
ま
す
。

　
除
雪
作
業
の
際
は
、
足
場
等
十
分

注
意
す
る
と
共
に
、
屋
根
雪
が
セ
リ

出
し
て
通
行
人
に
危
険
な
状
態
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
暫
、
購

ら
な
い
よ
う
に
早
め
に
除
去
し
て
ド

さ
い
。

な
だ
れ
事
故
防
止
を

　　　　姥就州

〆，．．魂

　
な
だ
れ
は
新
雪
で
も
発
生
し
ま
す
。

危
険
の
場
所
が
あ
る
と
き
は
、
↑
分

注
意
し
、
ま
た
必
要
に
よ
り
な
だ
れ

危
険
標
識
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
、

雪
庇
の
排
除
や
う
回
路
の
確
保
な
ど

な
だ
れ
に
よ
る
事
故
防
止
を
図
る
と

共
に
、
特
に
児
童
、
生
徒
の
登
卜
校

時
の
安
全
確
保
に
は
特
段
の
ご
配
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
な
だ
れ
危
険
標
識
の
破
損

紛
失
等
の
場
合
に
は
、
部
落
に
お
い

て
竹
ざ
お
、
粛
い
布
な
ど
を
利
用
し

雪上舞台は「ウエストミンスターの幻想」

　
　
流
雪
溝
は
ル
ー
ル
を

　
　
守
っ
て
使
用
し
て
下
さ
い

　
　
毎
年
、
流
雪
溝
や
側
溝
等
の
無
秩

　
序
な
使
用
に
よ
り
、
水
上
が
り
な
ど

　
の
溢
水
や
住
宅
浸
水
事
故
が
発
生
し

　
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
故
を
防
ぐ

　
た
め
に
は
、
使
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん

　
が
、
お
互
い
に
他
入
の
こ
と
を
考
え
、

　
時
間
等
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守
っ

　
て
使
用
し
て
下
さ
い

　
！
、
使
用
上
の
注
意

執欝跡蜷いないと

、
．
i
流
雪
溝
以
外
の
側
海
に
は
、
多
少

　
水
が
流
れ
て
い
て
も
投
入
し
な
い
．

　
■
流
雪
溝
を
使
用
す
る
際
は
、
割
当

　
時
間
を
厳
守
し
、
必
要
以
上
に
大
き

　
な
固
り
を
人
れ
な
い

1　ことしの雪まつり
　　は、2月11日（士）・
〆　強
　幸12日（臼）の両日盛大
　｛？｝　　一
ノ嶺に行われます。

二豪　すでに雪上舞台の
一　｛曇

　牽テザインもできあが
　三？｝　　　　　　　　　　　　　　　　　、．脚　聯．暫

　豪り・舞aつくりはい“一謙．礁・　　〆　∫

　豪よいよ本番を迎える
豆雲ことになります・今鑑

一）｛曇回のメーンステージは、欧風の宮殿をモデルにしたもので。

の聖　rウエストミンス9一の幻想」と春臼而長によって命名されま
側帯
溝幸した・

口｛髪　11臼の当日は、夜6時峯からこの会場で・きものショー・歌
に崇．
多誉謡ショー（出演吊定　小林旭・狩人・キヤッツ●アィ・伊藤咲

人欝子）、佐渡の鬼太鼓、雪上花火などが絢蘭豪華に繰り広げられ
数・？｝　）

一4曇るしとになります。

同磨　　昨年同様に、十日町小学校ワラウンドには郷士色豊かなふる
時崇　　　　　．
　豪さと広場が設けられ、ふるさとの昧コーナー、民芸品コーナー

係ll湧像・がんばり山・人形劇・きもの泊略ど盛りだくさんの

び）曽｝行事が予定されています。このほかに、今年は会場を睦社十日
麟踊工場朧（鯛6丁目）暇したコミエティ広場糊年に
ン1・｛曽

に奮ない内容が練られています。
従糞また、協讃行事として、写真コンテスト（モテノし小林幸子
つ

曝ほか）・広告美術板コンク沸・ナツメ・大会・民謡大会・煙

婁草吸い当大会・顎サロン展・樋麟どが碇されています・
　崇さらに．雪の芸術作品も、町内、クルーフ、サークルなど多種
　糸　崇多様の参加により，文字通り市民ぐるみの雪まつりにしたいと

　　　していますので、市民のみなさんのご協力をお願いします。

に
雪
を
入
れ
な
い
．

■
使
用
の
際
は
、
ド
流
の
こ
と
を
十

分
考
え
、
自
分
勝
手
な
行
為
を
せ
ず
、

係
の
指
示
に
従
う
．

●
作
業
終
了
後
は
、
必
ず
流
雪
溝
の

フ
タ
を
し
て
、
子
ど
も
の
事
故
等
が

起
き
な
い
よ
う
に
す
る
。

電線に

注意しましょうノ

「
　●トランスや電線には触れ
　　　　ないようにしましょう。

　　舗雪が積もっているから取って
　　やろう”としてトランスや電線
　　には触れないでください。

」．　　　　　　　　　r

爆！’

〃
、

。
0

ッ
　
0

［
」

一 一
　

9

●雪おろしには十分気をつ
　けて……。

雪おろしのときは引込線やトラ
ンスなどに雪を触れさせないよ

　うに多主意しましょう。

東北電力（株）十日町営業所

（第3種郵便物認可）昭和53年1月10日
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来
年
で
開
設
三
十
周
年
を
迎
え
る

十
日
町
青
年
学
級
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
学
級
は
、
青
年
教
育
の
中
心

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
、
生
活

の
中
か
ら
問
題
を
堀
り
起
こ
し
、
考

え
合
い
　
話
し
合
い
　
そ
の
中
で
「
仲

間
づ
く
り
」
を
目
ざ
す
勤
労
青
年
の

集
ま
り
で
す
。

　
今
年
度
は
、
約
百
二
十
名
の
学
級

生
が
毎
週
一
回
の
コ
ー
ス
別
学
習
や

自
治
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

作
法
と
交
際
コ
ー
ス
　
食
事
、
儀
式
、

訪
問
な
ど
日
常
の
マ
ナ
ー
を
学
習
中
。

余
暇
と
旅
行
コ
ー
ス
　
時
刻
表
の
見

方
、
乗
物
、
旅
館
の
選
び
方
な
ど
、

旅
行
を
楽
し
む
た
め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
学
習
。
金
の
か
か
ら
な
い
机
上
旅

行
も
い
い
も
の
で
す
。

郷
土
コ
ー
ス
　
妻
有
に
生
き
る
た
め

に
妻
有
の
生
活
を
学
習
。
昨
年
は

「
信
濃
川
の
渡
し
」
を
研
究
、
今
年

は
「
天
神
離
子
の
ル
ー
ツ
」
に
挑
ん

で
い
ま
す
。
完
成
す
れ
ば
民
俗
学
的

に
高
い
評
価
が
な
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

演
劇
コ
ー
ス
　
自
分
達
の
手
で
脚
本

創
作
、
上
演
と
、
今
ま
で
に
五
つ
の

創
作
劇
を
上
演
。
県
芸
術
祭
（
昨
年

は
芸
術
祭
賞
受
賞
）
か
ら
市
内
各
部

落
公
演
ま
で
幅
広
く
活
躍
中
。

焼
物
コ
ー
ス
　
手
び
ね
り
の
茶
碗
、

ろ
く
ろ
づ
く
り
の
皿
、
板
づ
く
り
の

鉢
な
ど
「
土
と
炎
の
芸
術
」
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
最
近
静
か
な
ブ
ー
ム

に
な
っ
て
お
り
、
一
生
涯
を
通
し
て

の
趣
味
に
な
る
の
で
は
…
…

イ
ラ
ス
ト
と
ま
ん
が
研
究
コ
ー
ス

　
今
年
度
初
め
て
作
っ
た
コ
ー
ス
で

クリスマス

若者たちの］ミュニティ

『働く青春のために』

一十日町青年学級一

G吟

（市公民館本館）

式級開

イ
ラ
ス
ト
と
ま
ん
が
の
技
術
を
個
性

的
に
学
習
。
全
国
的
に
も
め
ず
ら
し

い
コ
ー
ス
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
；
も
マ
ン
ガ
的
（
？
）
と
か
…

料
理
コ
ー
ス
　
手
軽
で
家
庭
的
な
料

理
の
コ
ツ
、
栄
養
、
食
品
の
知
識
な

ど
を
学
習
。
花
嫁
候
補
生
ば
か
り
で

な
く
、
男
性
も
多
い
ん
で
す
よ
。

　
こ
の
コ
ー
ス
別
学
習
の
他
に
、
多

彩
な
自
治
会
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
、
音
楽
祭
、
体
育
大
会
な

ど
は
、
企
画
に
多
く
の
時
間
と
労
力

が
費
や
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に

楽
し
い
思
い
出
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
の
他
の
学
級
と
も
年

六
回
、
交
歓
の
場
を
持
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
悩
み
、
同
じ
喜
び
を
知
っ
て
い

る
仲
間
と
の
話
は
夜
を
徹
し
て
続
け

ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
二
月
の
雪
ま
つ
り
雪

像
づ
く
り
に
向
け
て
ま
っ
し
ぐ
ら
、

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
が
終
わ

る
と
来
年
度
の
企
画
。

　
華
々
し
い
行
事
だ
け
で
な
く
地
道

な
話
し
合
い
や
、
研
修
も
自
治
会
に

よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
む
し
ろ
こ
う

い
う
一
つ
一
つ
の
積
み
重
ね
を
大
切

に
し
て
も
ら
い
た
い
と
公
民
館
で
は

願
っ
て
い
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
自
分
の
趣
味
や
学
習

を
続
け
て
い
く
の
は
大
変
な
こ
と
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
毎

日
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
く
る
の
は
、

こ
こ
に
「
何
か
』
が
あ
る
か
ら
な
の

で
し
ょ
う
。
そ
の
「
何
か
」
を
共
に

捜
す
仲
間
が
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　
今
日
も
ま
た
「
お
晩
で
す
。
」
の

若
い
声
が
聞
こ
え
ま
す
。

　
一
月
十
五
日
は
、
二
十
歳
と
な
っ

て
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
若
人
を

祝
い
励
ま
す
成
人
の
日
で
す
。

　
わ
が
国
で
は
、
原
則
と
し
て
だ
れ

で
も
が
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
、
各

種
共
済
組
合
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
公
的

年
金
と
呼
ば
れ
る
年
金
制
度
の
い
ず

れ
か
に
加
入
す
る
「
国
民
皆
年
金
」

の
仕
組
み
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

無
理
の
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
国
民
年
金
は
老
後
の
所

得
保
障
と
し
て
の
老
齢
年
金
ば
か
り

で
な
く
、
長
い
人
生
の
途
中
に
お
け

る
不
幸
な
出
来
事
に
も
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
．
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者

と
な
っ
た
と
き
は
障
害
年
金
、
一
家

の
働
き
手
で
あ
る
ご
主
人
が
亡
く
な

り
、
母
子
家
庭
に
な
っ
た
と
き
は
母

　
国
民
年

金
に
は
、

会
社
や
工

場
．
官
庁

成
人
し
た
ら

国
民
年
金
へ
加
入
し
よ
う

子
年
金
、
そ

の
ほ
か
遺
児

年
金
や
寡
婦

年
金
な
ど
が

な
ど
に
勤
め
て
い
る
人
及
び
そ
の
配

偶
者
、
あ
る
い
は
昼
間
部
の
大
学
生

を
除
い
た
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま

で
の
人
が
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
若
い
人
に
と
っ
て
、
年
金
の
話
な

ど
は
遠
い
将
来
の
こ
と
と
考
え
ら
れ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
若
さ
あ
ふ
れ

る
こ
ろ
と
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
も

支
給
さ
れ
ま
す
、

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
国
民
年
金
が
わ

た
く
し
た
ち
の
生
活
に
果
た
す
役
割

を
十
分
に
．
こ
理
解
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。

　
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
国
民

年
金
に
加
入
し
て
、
将
来
の
生
活
設

計
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
し
ま
し

よ
う
。

市
内
局
番
4
穴
”
潟
を
新
般

　
十
日
町
電
報
電
話
局
で
は
、
下

条
地
区
の
急
遠
な
電
話
需
要
に
応

ず
る
た
め
、
交
換
設
備
の
増
設
工

事
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
完
了
し
ま
し
た
。

　
新
た
に
増
設
さ
れ
た
交
換
設
備

に
収
容
さ
れ
る
加
入
者
の
電
話
番

号
は
、
市
内
局
番
が
「
六
」
と
な

り
、
下
条
地
区
の
電
話
番
号
は
現

在
の
五
ー
×
×
x
×
番
の
ほ
か
に

六
l
x
×
×
x
番
も
登
場
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
局
で
は
臼
雪
に
よ
り

電
話
の
故
障
が
激
増
し
、
電
話
の

移
転
工
事
な
ど
は
後
回
し
に
な
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
移
軽
工
事
の

申
込
み
は
早
め
に
5
屋
根
の
雪
降

ろ
し
の
際
は
電
話
の
引
込
線
に
、
こ

注
意
。
と
協
力
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

●
日
　
時

●
会

●
該
当
者

五
月
十
四
日
（
日
）

　
　
午
前
十
時
～
十
二
時

十
日
町
市
民
体
育
館

昭
和
三
十
二
年
四
月
二
日

～
三
十
三
年
四
月
一
日
生

ま
れ
ま
で
の
当
市
在
住
者

崇
詳
細
は
、
後
日
本
人
宛
ご
案
内

　
い
た
し
ま
す
。

縄
｝
舞
8

成

々
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路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
で
ド
さ

い
。
も
し
、
除
雪
作
業
の
た
め
、
路

上
駐
車
禁
止
場
所
に
駐
車
し
て
い
る

車
を
損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の
修
理

代
や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要
し

た
費
用
等
み
な
さ
ん
の
ご
負
担
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
路
上
駐
車
禁
止
場
所
は
、

当
該
地
点
に
道
路
標
識
で
表
示
し
て

あ
り
ま
す
が
、
市
及
び
土
木
事
務
所
、

警
察
署
で
は
、
夜
間
パ
ト
・
i
ル
を

強
化
し
、
路
上
駐
車
を
排
除
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
道
路
に
饗
を

炉
翻
震
幽
麗

議
講
濾
灘
馨
轄
、
毒
釜

さ
れ
て
い
郵
事
隊
特
に
廼
論
繋
や
消

讐
を
圭
遵
絡
織
饗
蓼
撫
鷲
餐
で

選
窺
熱
馨
灘
絡
造
覆

奪
灘
聡
聡
窪
幾
嚢

お
ろ
鑓
鱗
羅
欝
錦
榛
婆

奮
、
融
欝
馨
粥
鍵
纏
讐

を
莞
、
驚
実
雄
び
鷲
肇
藁
慧
、

な
羅
凝
驚
懲
灘
磯
無

車
道
蕪
鍵
畢
糠
謙
癖
麟
、
轍
車
繍
登

必
ず
確
保
し
て
下
さ
い
。

自
分
の
家
の
前
は

　
　
　
　
自
分
で
除
雪
を

　
各
戸
の
出
入
口
は
、
除
雪
作
業
で

ふ
さ
が
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
迷
惑
で
も
、
各
戸
で
手
直
し
し
、

入
口
の
両
側
に
積
み
上
げ
て
ド
さ
い
．

雪
お
ろ
し
に
ご
注
意

　
例
年
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
が
遅
れ

た
た
め
に
、
建
物
が
全
半
壊
す
る
等

の
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
特
に
雪

お
ろ
し
は
、
早
め
に
行
つ
て
く
だ
さ

　
ま
た
、
最
近
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し

の
際
の
転
落
事
故
、
屋
根
か
ら
セ
リ

出
し
た
雪
の
か
た
ま
り
が
落
ち
て
き

て
歩
行
者
が
ケ
ガ
を
す
る
と
い
う
事

故
が
そ
れ
ぞ
れ
増
え
て
い
ま
す
。

　
除
雪
作
業
の
際
は
、
足
場
等
十
分

注
意
す
る
と
共
に
、
屋
根
雪
が
セ
リ

出
し
て
通
行
人
に
危
険
な
状
態
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
暫
、
購

ら
な
い
よ
う
に
早
め
に
除
去
し
て
ド

さ
い
。

な
だ
れ
事
故
防
止
を

　　　　姥就州

〆，．．魂

　
な
だ
れ
は
新
雪
で
も
発
生
し
ま
す
。

危
険
の
場
所
が
あ
る
と
き
は
、
↑
分

注
意
し
、
ま
た
必
要
に
よ
り
な
だ
れ

危
険
標
識
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
、

雪
庇
の
排
除
や
う
回
路
の
確
保
な
ど

な
だ
れ
に
よ
る
事
故
防
止
を
図
る
と

共
に
、
特
に
児
童
、
生
徒
の
登
卜
校

時
の
安
全
確
保
に
は
特
段
の
ご
配
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
な
だ
れ
危
険
標
識
の
破
損

紛
失
等
の
場
合
に
は
、
部
落
に
お
い

て
竹
ざ
お
、
粛
い
布
な
ど
を
利
用
し

雪上舞台は「ウエストミンスターの幻想」

　
　
流
雪
溝
は
ル
ー
ル
を

　
　
守
っ
て
使
用
し
て
下
さ
い

　
　
毎
年
、
流
雪
溝
や
側
溝
等
の
無
秩

　
序
な
使
用
に
よ
り
、
水
上
が
り
な
ど

　
の
溢
水
や
住
宅
浸
水
事
故
が
発
生
し

　
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
故
を
防
ぐ

　
た
め
に
は
、
使
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん

　
が
、
お
互
い
に
他
入
の
こ
と
を
考
え
、

　
時
間
等
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守
っ

　
て
使
用
し
て
下
さ
い

　
！
、
使
用
上
の
注
意

執欝跡蜷いないと

、
．
i
流
雪
溝
以
外
の
側
海
に
は
、
多
少

　
水
が
流
れ
て
い
て
も
投
入
し
な
い
．

　
■
流
雪
溝
を
使
用
す
る
際
は
、
割
当

　
時
間
を
厳
守
し
、
必
要
以
上
に
大
き

　
な
固
り
を
人
れ
な
い

1　ことしの雪まつり
　　は、2月11日（士）・
〆　強
　幸12日（臼）の両日盛大
　｛？｝　　一
ノ嶺に行われます。

二豪　すでに雪上舞台の
一　｛曇

　牽テザインもできあが
　三？｝　　　　　　　　　　　　　　　　　、．脚　聯．暫

　豪り・舞aつくりはい“一謙．礁・　　〆　∫

　豪よいよ本番を迎える
豆雲ことになります・今鑑

一）｛曇回のメーンステージは、欧風の宮殿をモデルにしたもので。

の聖　rウエストミンス9一の幻想」と春臼而長によって命名されま
側帯
溝幸した・

口｛髪　11臼の当日は、夜6時峯からこの会場で・きものショー・歌
に崇．
多誉謡ショー（出演吊定　小林旭・狩人・キヤッツ●アィ・伊藤咲

人欝子）、佐渡の鬼太鼓、雪上花火などが絢蘭豪華に繰り広げられ
数・？｝　）

一4曇るしとになります。

同磨　　昨年同様に、十日町小学校ワラウンドには郷士色豊かなふる
時崇　　　　　．
　豪さと広場が設けられ、ふるさとの昧コーナー、民芸品コーナー

係ll湧像・がんばり山・人形劇・きもの泊略ど盛りだくさんの

び）曽｝行事が予定されています。このほかに、今年は会場を睦社十日
麟踊工場朧（鯛6丁目）暇したコミエティ広場糊年に
ン1・｛曽

に奮ない内容が練られています。
従糞また、協讃行事として、写真コンテスト（モテノし小林幸子
つ

曝ほか）・広告美術板コンク沸・ナツメ・大会・民謡大会・煙

婁草吸い当大会・顎サロン展・樋麟どが碇されています・
　崇さらに．雪の芸術作品も、町内、クルーフ、サークルなど多種
　糸　崇多様の参加により，文字通り市民ぐるみの雪まつりにしたいと

　　　していますので、市民のみなさんのご協力をお願いします。

に
雪
を
入
れ
な
い
．

■
使
用
の
際
は
、
ド
流
の
こ
と
を
十

分
考
え
、
自
分
勝
手
な
行
為
を
せ
ず
、

係
の
指
示
に
従
う
．

●
作
業
終
了
後
は
、
必
ず
流
雪
溝
の

フ
タ
を
し
て
、
子
ど
も
の
事
故
等
が

起
き
な
い
よ
う
に
す
る
。

電線に

注意しましょうノ

「
　●トランスや電線には触れ
　　　　ないようにしましょう。

　　舗雪が積もっているから取って
　　やろう”としてトランスや電線
　　には触れないでください。

」．　　　　　　　　　r

爆！’

〃
、

。
0

ッ
　
0

［
」

一 一
　

9

●雪おろしには十分気をつ
　けて……。

雪おろしのときは引込線やトラ
ンスなどに雪を触れさせないよ

　うに多主意しましょう。

東北電力（株）十日町営業所

（第3種郵便物認可）昭和53年1月10日
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来
年
で
開
設
三
十
周
年
を
迎
え
る

十
日
町
青
年
学
級
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
学
級
は
、
青
年
教
育
の
中
心

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
、
生
活

の
中
か
ら
問
題
を
堀
り
起
こ
し
、
考

え
合
い
　
話
し
合
い
　
そ
の
中
で
「
仲

間
づ
く
り
」
を
目
ざ
す
勤
労
青
年
の

集
ま
り
で
す
。

　
今
年
度
は
、
約
百
二
十
名
の
学
級

生
が
毎
週
一
回
の
コ
ー
ス
別
学
習
や

自
治
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

作
法
と
交
際
コ
ー
ス
　
食
事
、
儀
式
、

訪
問
な
ど
日
常
の
マ
ナ
ー
を
学
習
中
。

余
暇
と
旅
行
コ
ー
ス
　
時
刻
表
の
見

方
、
乗
物
、
旅
館
の
選
び
方
な
ど
、

旅
行
を
楽
し
む
た
め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
学
習
。
金
の
か
か
ら
な
い
机
上
旅

行
も
い
い
も
の
で
す
。

郷
土
コ
ー
ス
　
妻
有
に
生
き
る
た
め

に
妻
有
の
生
活
を
学
習
。
昨
年
は

「
信
濃
川
の
渡
し
」
を
研
究
、
今
年

は
「
天
神
離
子
の
ル
ー
ツ
」
に
挑
ん

で
い
ま
す
。
完
成
す
れ
ば
民
俗
学
的

に
高
い
評
価
が
な
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

演
劇
コ
ー
ス
　
自
分
達
の
手
で
脚
本

創
作
、
上
演
と
、
今
ま
で
に
五
つ
の

創
作
劇
を
上
演
。
県
芸
術
祭
（
昨
年

は
芸
術
祭
賞
受
賞
）
か
ら
市
内
各
部

落
公
演
ま
で
幅
広
く
活
躍
中
。

焼
物
コ
ー
ス
　
手
び
ね
り
の
茶
碗
、

ろ
く
ろ
づ
く
り
の
皿
、
板
づ
く
り
の

鉢
な
ど
「
土
と
炎
の
芸
術
」
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
最
近
静
か
な
ブ
ー
ム

に
な
っ
て
お
り
、
一
生
涯
を
通
し
て

の
趣
味
に
な
る
の
で
は
…
…

イ
ラ
ス
ト
と
ま
ん
が
研
究
コ
ー
ス

　
今
年
度
初
め
て
作
っ
た
コ
ー
ス
で

クリスマス

若者たちの］ミュニティ

『働く青春のために』

一十日町青年学級一

G吟

（市公民館本館）

式級開

イ
ラ
ス
ト
と
ま
ん
が
の
技
術
を
個
性

的
に
学
習
。
全
国
的
に
も
め
ず
ら
し

い
コ
ー
ス
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
；
も
マ
ン
ガ
的
（
？
）
と
か
…

料
理
コ
ー
ス
　
手
軽
で
家
庭
的
な
料

理
の
コ
ツ
、
栄
養
、
食
品
の
知
識
な

ど
を
学
習
。
花
嫁
候
補
生
ば
か
り
で

な
く
、
男
性
も
多
い
ん
で
す
よ
。

　
こ
の
コ
ー
ス
別
学
習
の
他
に
、
多

彩
な
自
治
会
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
、
音
楽
祭
、
体
育
大
会
な

ど
は
、
企
画
に
多
く
の
時
間
と
労
力

が
費
や
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に

楽
し
い
思
い
出
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
の
他
の
学
級
と
も
年

六
回
、
交
歓
の
場
を
持
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
悩
み
、
同
じ
喜
び
を
知
っ
て
い

る
仲
間
と
の
話
は
夜
を
徹
し
て
続
け

ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
二
月
の
雪
ま
つ
り
雪

像
づ
く
り
に
向
け
て
ま
っ
し
ぐ
ら
、

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
が
終
わ

る
と
来
年
度
の
企
画
。

　
華
々
し
い
行
事
だ
け
で
な
く
地
道

な
話
し
合
い
や
、
研
修
も
自
治
会
に

よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
む
し
ろ
こ
う

い
う
一
つ
一
つ
の
積
み
重
ね
を
大
切

に
し
て
も
ら
い
た
い
と
公
民
館
で
は

願
っ
て
い
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
自
分
の
趣
味
や
学
習

を
続
け
て
い
く
の
は
大
変
な
こ
と
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
毎

日
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
く
る
の
は
、

こ
こ
に
「
何
か
』
が
あ
る
か
ら
な
の

で
し
ょ
う
。
そ
の
「
何
か
」
を
共
に

捜
す
仲
間
が
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　
今
日
も
ま
た
「
お
晩
で
す
。
」
の

若
い
声
が
聞
こ
え
ま
す
。

　
一
月
十
五
日
は
、
二
十
歳
と
な
っ

て
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
若
人
を

祝
い
励
ま
す
成
人
の
日
で
す
。

　
わ
が
国
で
は
、
原
則
と
し
て
だ
れ

で
も
が
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
、
各

種
共
済
組
合
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
公
的

年
金
と
呼
ば
れ
る
年
金
制
度
の
い
ず

れ
か
に
加
入
す
る
「
国
民
皆
年
金
」

の
仕
組
み
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

無
理
の
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
国
民
年
金
は
老
後
の
所

得
保
障
と
し
て
の
老
齢
年
金
ば
か
り

で
な
く
、
長
い
人
生
の
途
中
に
お
け

る
不
幸
な
出
来
事
に
も
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
．
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者

と
な
っ
た
と
き
は
障
害
年
金
、
一
家

の
働
き
手
で
あ
る
ご
主
人
が
亡
く
な

り
、
母
子
家
庭
に
な
っ
た
と
き
は
母

　
国
民
年

金
に
は
、

会
社
や
工

場
．
官
庁

成
人
し
た
ら

国
民
年
金
へ
加
入
し
よ
う

子
年
金
、
そ

の
ほ
か
遺
児

年
金
や
寡
婦

年
金
な
ど
が

な
ど
に
勤
め
て
い
る
人
及
び
そ
の
配

偶
者
、
あ
る
い
は
昼
間
部
の
大
学
生

を
除
い
た
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま

で
の
人
が
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
若
い
人
に
と
っ
て
、
年
金
の
話
な

ど
は
遠
い
将
来
の
こ
と
と
考
え
ら
れ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
若
さ
あ
ふ
れ

る
こ
ろ
と
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
も

支
給
さ
れ
ま
す
、

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
国
民
年
金
が
わ

た
く
し
た
ち
の
生
活
に
果
た
す
役
割

を
十
分
に
．
こ
理
解
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。

　
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
国
民

年
金
に
加
入
し
て
、
将
来
の
生
活
設

計
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
し
ま
し

よ
う
。

市
内
局
番
4
穴
”
潟
を
新
般

　
十
日
町
電
報
電
話
局
で
は
、
下

条
地
区
の
急
遠
な
電
話
需
要
に
応

ず
る
た
め
、
交
換
設
備
の
増
設
工

事
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
完
了
し
ま
し
た
。

　
新
た
に
増
設
さ
れ
た
交
換
設
備

に
収
容
さ
れ
る
加
入
者
の
電
話
番

号
は
、
市
内
局
番
が
「
六
」
と
な

り
、
下
条
地
区
の
電
話
番
号
は
現

在
の
五
ー
×
×
x
×
番
の
ほ
か
に

六
l
x
×
×
x
番
も
登
場
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
局
で
は
臼
雪
に
よ
り

電
話
の
故
障
が
激
増
し
、
電
話
の

移
転
工
事
な
ど
は
後
回
し
に
な
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
移
軽
工
事
の

申
込
み
は
早
め
に
5
屋
根
の
雪
降

ろ
し
の
際
は
電
話
の
引
込
線
に
、
こ

注
意
。
と
協
力
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

●
日
　
時

●
会

●
該
当
者

五
月
十
四
日
（
日
）

　
　
午
前
十
時
～
十
二
時

十
日
町
市
民
体
育
館

昭
和
三
十
二
年
四
月
二
日

～
三
十
三
年
四
月
一
日
生

ま
れ
ま
で
の
当
市
在
住
者

崇
詳
細
は
、
後
日
本
人
宛
ご
案
内

　
い
た
し
ま
す
。

縄
｝
舞
8

成

々
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年
度
奨
学
生
を
募
集
ア

　
昭
和
五
十
三
年
度
の
十
日
町
市
奨

学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
．

応
募
資
格
　
昭
和
五
十
三
年
度
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
期
大

学
、
大
学
に
進
学
予
定
ま
た
は
在
学

中
の
者
で
、
次
に
該
当
す
る
者
．

　
①
本
市
に
三
年
以
上
居
住
す
る
世

　
帯
の
子
弟
②
学
業
成
績
が
優
秀
と

　
認
め
ら
れ
る
者
③
経
済
的
な
理
由

　
に
ょ
り
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
者

　
④
心
身
共
に
健
全
な
者
。

奨
学
金
の
額
（
月
額
）
　
高
校
、
高

専
〈
五
千
円
〉
大
学
、
短
大
二
万

一
千
円
〉

貸
与
期
間
　
昭
和
五
十
．
二
年
四
月
か

ら
、
そ
の
者
の
在
学
す
る
学
校
の
最

短
修
業
年
限
の
終
期
ま
で
．

採
用
予
定
者
数
　
高
校
、
高
専
へ
ト

名
V
短
大
、
大
学
へ
圧
名
V

出
願
書
類
奨
学
金
貸
与
願
書
、
在

学
学
校
長
推
せ
ん
書
（
成
績
証
明
書

添
付
）
　
戸
籍
謄
本
及
び
住
民
票
謄

本
、
医
師
の
身
体
検
査
書
、
前
年
度

所
得
証
明
書

書
類
の
提
出
先
　
書
類
は
、
二
月
二

十
日
ま
で
に
市
教
育
委
員
会
（
奮
し

ー
．
．
』
コ
番
）
へ

そ
の
他
　
奨
学
生
と
し
て
の
決
定
は

一
一
．
月
上
旬
の
予
定
．
決
定
次
第
各
人

に
通
知
し
ま
す
．

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ
▼
ヤ
ナ
シ
ョ
ウ

ニ
千
円
▼
レ
目
町
実
業
高
校
三
E
．

1螺欝1韻ぎ
●薄い食塩水に入れた時、沈んで横になっている。

●割った生卵では、卵黄がもり上がって、卵賛模が固く、

　卵臼がしっかりしている。

消化吸収
　卵の胃内滞留時間は、生卵で2時間30分、半熟卵で1時

間30分、ゆで卵で3時間15分くらいといわれていますが、

小腸での吸収はほとんど完全にされます。しかし、生卵に

は9ンバク質分解酸素を阻害するトーリフシンが含まれてい

るため、消化が悪いという説もあります。

卵の保存のしかた

　5～6度C以下の冷蔵庫内でとがった万を下にして保存

し、／週闇以内に使用します。バック入れは通常洗浄ずみ

ですので、表面破模が取れ。細菌が入りやすくなっていま

す。保存場所は清潔に。

（第3種郵便物認可）昭和53年1月10日

かしごい消費者－⑫

．
二
B
・
二
D
　
一
万
五
千
四
百
八
十

六
円
▼
匿
名
　
六
千
二
百
九
十
二
円

▼
登
坂
健
二
郎
　
二
十
万
円
（
香
典

返
し
）
▼
本
山
フ
ジ
（
袋
町
東
）

、
．
一
千
円
▼
藤
田
つ
ね
子
　
二
千
円
▼

内
藤
直
義
（
控
木
〉
　
千
円
▼
村
山

ハ
ル
（
大
黒
沢
）
　
二
千
円
▼
村
山

退
蔵
（
本
町
一
）
　
一
万
円
▼
庭
野

み
よ
の
（
昭
和
町
一
）
　
二
千
円
▼

十
日
町
砂
利
事
務
員
一
同
　
一
万
三

百
三
十
三
円
▼
東
小
学
校
六
年
三
組

千
、
二
百
円
▼
十
日
町
・
ー
タ
ア
ク
ト

ク
ラ
ブ
　
ニ
万
四
千
百
九
十
四
円

き
四
霧
㌶

　
つ
　
　
　
　
　
　
て
　
つ
　
つ
　
、

　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
し
持
だ
り

　
　
　
　
つ

ち
迫
　
く
を
変
ば

も
概
慧
蕊

る
仙
簾
筋
鴇

よ
暮
つ
を
組
に
モ

に
鴛
哲
傭
帳
め
⑰
。

子　　
　
所
き
ち
は
う
た
た

　
　
　
育
つ
も
度
思
き
つ

　
つ
保
ち
の
今
。
で
な

び　
　
　
町
も
家
、
戦
、
と

　
　
　
　
日
の
門
後
挑
後
日

ち
＋
關
専
匪
簾
⑳
岡

▼
庭
野
カ
ヨ
（
五
軒
新
田
）
　
一
万

円
▼
十
日
町
病
院
職
員
一
同
　
一
万

四
千
八
百
八
十
五
円
▼
モ
ア
お
客
一

同
　
一
万
一
千
二
百
九
十
七
円
▼
常

角
熊
吉
（
魚
之
田
川
）
　
八
千
円
▼

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
十
日
町
第
一
団

三
万
七
千
六
百
二
十
三
円
▼
丸
山
哲

英
（
真
浄
院
）
　
四
万
六
千
二
百
五

十
円
▼
新
川
屋
　
生
切
も
ち
十
ケ
ー

ス
▼
桑
原
正
治
（
新
座
）
　
切
り
花
、

日
用
品
ほ
か

　
公
民
館
へ
　
▼
白
川
秀
夫
（
四
日

町
第
二
）
　
五
万
円
（
香
典
返
し
）

難
　
商
工
課
は
、

位
置
し
、

を
し
て
い

　
商
工
観
光
係

興
、 　

　
　
　
　
　
一
．
一
階
東
側
の
一
角
に

　
　
　
　
二
係
七
名
で
つ
ぎ
の
仕
事

　
　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
き
も
の
産
業
の
振

　
　
商
店
街
の
育
成
、
中
小
企
業
金

融
の
融
資
及
び
斡
旋
、
運
輸
通
信
の

改
善
、
露
店
商
の
指
導
、
は
か
り
の

検
査
、
観
光
事
業
（
雪
ま
つ
り
等
）

消
費
者
行
政
な
ど
．

　
統
計
係
　
国
勢
調
査
、
工
業
統
計

商
業
統
計
、
人
口
動
態
、
物
価
調
査

等
。
国
、
県
の
指
定
統
計
と
市
独
自

の
統
計
で
す
。
統
計
は
、
国
、
県
、

市
の
重
要
施
策
の
基
礎
資
料
に
な
る

重
要
な
も
の
で
す
の
で
、
統
計
調
査

員
が
伺
い
ま
し
た
節
は
、
こ
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
不
況
対
策
の
一
環
と
し
て

雇
用
安
定
相
談
窒
を
設
置
し
、
ま
た

内
職
相
談
も
毎
月
第
三
金
曜
日
に
行

っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
服
部
商
工
課
長
）

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
一
月
二
十
日
　
午
前
九
時
～
正

午
ま
で
、
妻
有
町
東
一
二
一
丁
目
、

妻
有
町
西
一
・
二
・
三
丁
目
、
内
後

の
一
部
、
河
内
町
、
山
本
一
・
三
丁

目
の
各
一
部
、
寿
町
一
・
二
・
三
丁

目
の
各
一
部
、
美
雪
町
三
丁
目
の
一

部
　
▼
一
月
二
十
三
日
　
午
前
九
時

～
午
後
一
時
ま
で
、
新
座
第
三
、
四

の
各
一
部
、
五
軒
新
田
、
八
幡
の
一

部
、
塚
田
　
▼
一
月
二
十
七
日
　
午
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前
九
時
～
正
午
ま
で
　
川
治
中
町
、

上
町　

　
　
　
　
　
　
遮

雷
と
ザ
2
品

◎
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

も
「
市
民
の
広
報
」
を
目
ざ
し
て
、

係
員
一
同
張
り
切
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
そ
う
い
え
ば
、
も
う
昨
年
の
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
十
二
月
十
五
日
に

待
望
の
白
鳥
が
一
羽
、
浅
川
原
調
整

池
に
姿
を
見
せ
ま
し
た
。
優
雅
な
泳

姿
で
、
道
行
く
人
々
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

◎
年
末
か
ら
降
雪
が
多
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
が
、
健
康
に
注
意
し
て
、

ま
ず
こ
の
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
．

■市勢／人ロ…50，490人（男24，688・女25，802人）／世帯数…11，957／面積…211。44k㎡（12月1日現在）
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